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１ 管内図・行政図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 備中地域の概況 
  岡山県南西部に位置する備中保健所は、本所（総社市・早島町）、井笠支

所（笠岡市・井原市・浅口市・里庄町・矢掛町）の４市３町を管轄しており、
管内面積は 768.44 ㎢である。 

  また、平成１３年から保健所政令市となった倉敷市に倉敷市内の業務を移
譲している。このため倉敷市との連携が重要になっており、特に倉敷市内に
おける精神障害者の通報に対する対応等の一部事務は本所で実施している。 

  なお、健康福祉部では７市３町の備中県民局エリアを担当し、福祉事務所
は早島町、里庄町、矢掛町の３町を担当している。 
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３ 備中保健所の沿革 

年 月 日 事       項 

昭和 10 年 10 月 01 日 倉敷簡易保険健康相談所発足 

昭和 14 年 07 月 01 日 総社保健所開所 

昭和 17 年 03 月 味野簡易保険健康相談所発足 

昭和 19 年 10 月 01 日 倉敷簡易保険健康相談所が県に移管され、倉敷保健所として

開所 

玉島簡易保険健康相談所が玉島保健所として開所 

昭和 19 年 10 月 05 日 味野保健所開所 

昭和 23 年 10 月 05 日 味野保健所を児島保健所に名称変更 

昭和 28 年 05 月 01 日 倉敷地方事務所（福祉課）開所 

昭和 31 年 06 月 01 日 倉敷地方事務所を廃止し、県内７カ所に福祉事務所（単独事

務所）を設置 

昭和 42 年 02 月 01 日 倉敷市、児島市、玉島市の３市合併に伴い、倉敷保健所が倉

敷東保健所、児島保健所が倉敷南保健所、玉島保健所が倉敷

西保健所に名称変更 

昭和 49 年 07 月 01 日 地方振興局の設置に伴い従来のブロック区域から玉野保健所

を除き総社保健所を含む地域に変更 

単独福祉事務所を廃止し、県内９カ所の地方振興局に福祉部

を設置 

昭和 56 年 04 月 01 日 機構改革により倉敷環境保健所、倉敷西地域保健所、倉敷南

地域保健所、総社地域保健所に名称変更 

平成 06 年 04 月 01 日 機構改革により、地方振興局福祉部と保健所を統合し倉敷地

方振興局健康福祉部となる。高齢者の保健福祉業務を一体的

に推進するために各地域保健所にそれぞれ地域保健福祉セン

ターを併設 

平成 09 年 04 月 01 日 地域保健法の全面施行に伴う保健所の再編により、３地域保

健所は３地域保健福祉センターに名称変更 

新たに保健所・健康福祉部に企画調整情報班設置 

平成 11 年 04 月 01 日 介護保険制度導入に伴う推進体制の整備により、地域保健福

祉センター業務の一部を健康福祉部へ移管 

平成 13 年 04 月 01 日 倉敷市が保健所政令市に移行することに伴い、倉敷南及び倉

敷西地域保健福祉センター廃止 

総社地域保健福祉センターは倉敷地方振興局健康福祉部・倉

敷保健所へ統合 

平成 17 年 03 月 22 日 総社市、山手村、清音村の合併 

平成 17 年 04 月 01 日 機構改革により、地方振興局を統合し「県民局」に再編 

平成 17 年 08 月 01 日 真備町、船穂町が倉敷市に編入 

平成 18 年 03 月 21 日 浅口市（金光町、鴨方町、寄島町）の発足に伴い、井笠保健

所が管轄するも、旧金光町については、３月３１日まで倉敷

保健所が引き続き所管 

平成 21 年 04 月 01 日 県民局の再編に伴い、保健所部門は備中保健所（本所）と井

笠支所（地域事務所）体制に変更 ＜医療・衛生関係の業務

を本所に集約＞ 
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企画調整情報課 

- 3 -



１ 地域保健福祉活動の推進体制 

  地域保健法第１１条の規定により設置している備中保健所運営協議会において、管内の地域保

健及び保健所の運営に関する事項について審議した。 

 

○備中保健所運営協議会 

保健所運営に係る協議等 

構成員：委員20名 

 

２ 表彰（保健衛生功労者表彰） 

  多年にわたり保健衛生事業の発展のために献身的な活動を続け、その功績が特に顕著で優秀な

者に対して、その功労に報いるとともに、その事業に関わる者の模範とし保健衛生事業の進展を

図ることを目的として、備中保健所長が表彰を行った。 

 

○備中保健所長表彰 

事業功労種別 個人 団体 施設 計 

公衆衛生事業功労 5   5 

地域医療事業功労 11   11 

救急医療事業功労     

へき地医療事業功労     

がん征圧事業功労     

母子愛育事業功労 13   13 

栄養改善事業功労 16 1  17 

栄養指導業務功労 2   2 

優良特定給食施設     

精神保健福祉事業功労 1   1 

生活衛生関係功労 4   4 

水道関係功労 2   2 

食品衛生功労 2   2 

食品衛生優良施設   4 4 

薬事功労 1   1 

麻薬覚醒剤事業功労 1   1 

献血運動推進協力     

合    計 58 1 4 63 

 

３ 岡山県保健医療計画 

平成３０年度を始期とする第８次岡山県保健医療計画（県南西部保健医療圏地域保健医療計画

を含む。）に基づき、良質な保健医療サービスが効率良く提供される体制の構築に地域の実情を

踏まえながら取り組み、地域医療構想調整会議において、地域の病院及び有床診療所が担うべき

病床機能や連携体制等に関する協議を行った。 

今後とも、将来を見通した過不足のない医療提供体制の構築を推進するとともに、医療、介護、

介護予防、住まい及び自立した日常生活の支援（生活支援）が包括的に確保される「地域包括ケ

アシステム」の深化・推進に取り組む市町を支援する。 
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○県南西部保健医療圏保健医療対策協議会 

  構成員：保健医療圏保健医療対策協議会委員 31名 

開催実績：３回 

 

○県南西部地域医療構想調整会議 

構成員：地域医療構想調整会議委員 33名 

開催実績：４回   

 

４ 健康危機管理    

  住民の生命の安全と健康の保持を脅かす事態が発生した際に、保健所は地域における健康危機

管理の拠点として位置づけられるため、健康危機に対する体制を整備する。 

 

（１）災害時における食事支援 

新型コロナウイルス感染症は５類に移行したが、高齢者施設では面会の制限等が継続していたため、

老人保健施設、特別養護老人ホームともに「災害時等食事相互支援マニュアル」に基づき、図上訓練

を行った。後日、メールで結果の共有を図った。 
 
（２）高病原性鳥インフルエンザ対策 

   高病原性鳥インフルエンザのまん延防止のためには、事前の想定・準備と迅速かつ的確な初

動体制が重要であるため、平常時から連絡体制を整備した。 

  ア 備中県民局ＨＰＡＩ現地対策本部専門対策班に係る連絡調整会議 

    ・農畜産物生産課、総務課と協議 １回 

  イ 特定農場を想定した鳥インフルエンザ総合計画策定会議 

    ・農場の現地調査（倉敷市内、総社市内、井原市内） 

ウ 部内研修会 １回 

    岡山県鳥インフルエンザ対策基本指針が改訂され、県民健康対策班マニュアルを改訂 

    主な見直しについての周知、防護服着脱についての演習を行った。 

         

５ 保健医療福祉従事者の確保 

岡山県立大学統合実習 

  受入人数 ２名 

川崎医療福祉大学学外実習 

 受入人数 ２名 
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企画調整情報課 

（資料編） 
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１　備中保健所管内人口（令和２年国勢調査）

１世帯人員
（人）

世帯総数に占
める割合
（％）

世帯総数に占
める割合
（％）

世帯総数に占
める割合
（％）

総社市 69,030 27,110 2.55 27,066 44 2,563 9.5 3,512 13.0 2,018 7.4

早島町 12,368 4,522 2.74 4,514 8 470 10.4 706 15.6 309 6.8

笠岡市 46,088 18,466 2.50 18,406 60 3,003 16.3 3,015 16.3 1,187 6.4

井原市 38,384 14,732 2.61 14,694 38 2,136 14.5 2,263 15.4 1,484 10.1

浅口市 32,772 12,615 2.60 12,591 24 1,717 13.6 2,264 17.9 1,007 8.0

里庄町 10,950 4,138 2.65 4,128 10 517 12.5 643 15.5 289 7.0

矢掛町 13,414 5,000 2.68 4,986 14 689 13.8 836 16.7 584 11.7

本　所 81,398 31,632 2.57 31,580 52 3,033 9.6 4,218 13.3 2,327 7.4

支　所 141,608 54,951 2.58 54,805 146 8,062 14.7 9,021 16.4 4,551 8.3

備中保健所 223,006 86,583 2.58 86,385 198 11,095 12.8 13,239 15.3 6,878 7.9

倉敷市 474,592 199,082 2.38 198,749 333 19,321 9.7 24,439 12.3 8,804 4.4

岡山県 1,888,432 801,409 2.36 799,611 1,798 94,208 11.8 102,966 12.8 41,981 5.2

資料：総務省統計局令和２年国勢調査

２　人口の推移

区　分 12年 17年 18年 22年 27年 29年 30年
令和元年
（平成31
年）

2年 3年 4年 5年

総社市 56,531 66,584 66,602 66,201 66,855 67,381 67,920 68,172 69,030 69,377 69,217 69,250

山手村 4,018

清音村 5,652

早島町 11,915 11,921 11,990 12,214 12,154 12,325 12,359 12,409 12,368 12,380 12,289 12,373

笠岡市 59,300 57,272 56,716 54,225 50,568 48,755 47,970 47,097 46,088 45,220 44,435 43,640

井原市 34,817 45,104 44,840 43,927 41,390 40,310 39,819 39,172 38,384 37,942 37,238 36,523

美星町 5,656

芳井町 6,016

浅口市 37,308 36,114 34,235 33,697 33,356 33,063 32,772 32,423 32,198 31,765

金光町 12,187 12,341

鴨方町 18,882 18,475

寄島町 6,655 6,511

里庄町 10,782 10,823 10,828 10,916 10,929 11,029 10,985 10,986 10,950 10,885 10,854 10,803

矢掛町 16,230 15,713 15,648 15,092 14,201 13,773 13,663 13,549 13,414 13,235 12,923 12,730

本　所 113,218 90,846 78,592 78,415 79,009 79,706 80,279 80,581 81,398 81,757 81,506 81,623

支　所 170,525 166,239 165,340 160,274 151,323 147,564 145,793 143,867 141,608 139,705 137,648 135,461

備中保健所 271,556 244,744 243,932 238,689 230,332 227,270 226,072 224,448 223,006 221,462 219,154 217,084

倉敷市 430,291 469,377 470,788 474,203 477,118 477,181 476,073 475,843 474,592 473,157 471,459 469,201

船穂町 7,663

真備町 22,915

H17.3.22
総社市へ

合併

施設等の
世帯

一般世帯

（注３）平成17年総社市は、旧総社市・旧山手村・旧清音村含む。平成17年倉敷市は、旧倉敷市・旧船穂町・旧真備町含む。

（注４）平成18年金光町は、浅口市へ合併し井笠保健所管内へ組替え。

区　分 人　口
世帯総数

（注１）平成12年、17年、22年、27年、令和２年は国勢調査による。

（注２）平成18年、28年、29年、30年、令和元年、３年、４年、５年は岡山県毎月流動人口調査10月1日現在人口

H17.8.1
倉敷市へ

合併

H17.3.1
井原市へ

合併

H18.3.21
浅口市へ

合併

（再掲）
一般世帯のうち高
齢夫婦世帯（夫65
歳以上妻60歳以上
の夫婦1組のみの

世帯）

一般世帯のうち
３世代世帯

一般世帯のうち65
歳以上の高齢単身

者世帯
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３　人口構成

年少人口 生産年齢人口 老年人口 年少人口 生産年齢人口 老年人口

(0～14歳） (15～64歳） (65歳以上) (0～14歳） (15～64歳） (65歳以上)

総社市 69,250 68,382 9,560 39,036 19,786 14.0% 57.1% 28.9%

早島町 12,373 12,346 2,008 6,903 3,435 16.3% 55.9% 27.8%

笠岡市 43,640 42,039 4,084 21,313 16,642 9.7% 50.7% 39.6%

井原市 36,523 36,402 3,611 18,868 13,923 9.9% 51.8% 38.2%

浅口市 31,765 31,634 3,415 16,494 11,725 10.8% 52.1% 37.1%

里庄町 10,803 10,797 1,469 5,839 3,489 13.6% 54.1% 32.3%

矢掛町 12,730 12,672 1,350 6,252 5,070 10.7% 49.3% 40.0%

　
本　所 81,623 80,728 11,568 45,939 23,221 14.3% 56.9% 28.8%

支　所 135,461 133,544 13,929 68,766 50,849 10.4% 51.5% 38.1%

備中保健所 217,084 214,272 25,497 114,705 74,070 11.9% 53.5% 34.6%

倉敷市 469,201 428,548 56,466 246,454 125,628 13.2% 57.5% 29.3%

岡山県 1,846,525 1,777,830 217,042 1,005,207 555,581 12.2% 56.5% 31.3%

資料：岡山県毎月流動人口調査（令和5年10月1日現在）

（注）年齢別の構成比は、分母から年齢不詳を除いて算出した。

R5.10.1現在

区　分

年 齢 不 詳 を 除 い た 人 口 構 成 比

総人口
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４　備中保健所管内人口動態                  
　　 (１) 人口動態統計（総覧）・（確定数） R4

総社市 509 40 804 △ 295 0 0 11 6 5 1 1 0 254 100

早島町 91 8 151 △ 60 1 0 5 4 1 1 1 0 43 22

本　所 600 48 955 △ 355 1 0 16 10 6 2 2 0 297 122

笠岡市 176 17 792 △ 616 1 1 4 1 3 1 0 1 113 60

井原市 185 21 743 △ 558 1 1 3 3 0 3 2 1 105 53

浅口市 200 15 525 △ 325 0 0 2 1 1 0 0 0 78 40

里庄町 71 8 127 △ 56 0 0 0 0 0 0 0 0 32 9

矢掛町 63 2 242 △ 179 0 0 0 0 0 0 0 0 19 12

支　所 695 63 2,429 △ 1,734 2 2 9 5 4 4 2 2 347 174

備中保健所 1,295 111 3,384 △ 2,089 3 2 25 15 10 6 4 2 644 296

倉敷市 3,580 357 5,388 △ 1,808 3 1 64 45 19 14 13 1 2,189 779

岡山県 12,371 1,107 24,901 △ 12,530 16 8 239 124 115 44 38 6 7,399 2,787
資料：厚生労働省「令和4年人口動態調査」中巻　総覧　第２表ー３３　人口動態総覧,　都道府県（岡山県）; 保健所・市区町村別

     （注） 乳児死亡：生後1年未満の死亡、　新生児死亡：生後4週未満の死亡、　早期新生児死亡：生後1週未満の死亡

　 　(２) 人口動態統計（総覧）・（率） R4

出生率 死亡率 乳児死亡率 新生児死亡率 死産率 周産期死亡率 婚姻率 離婚率
（人口千対） （人口千対） （出生千対） （出生千対） （出産千対） （出産千対） （人口千対） （人口千対）

総社市 7.4 11.6 0.0 0.0 21.2 2.0 3.7 1.44

早島町 7.4 12.3 11.0 0.0 52.1 10.9 3.5 1.79

本　所 7.4 11.7 1.7 0.0 26.0 3.3 3.6 1.50

笠岡市 4.0 17.8 5.7 5.7 22.2 5.7 2.5 1.35

井原市 5.0 20.0 5.4 5.4 16.0 16.0 2.8 1.42

浅口市 6.2 16.3 0.0 0.0 9.9 0.0 2.4 1.24

里庄町 6.5 11.7 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 0.83

矢掛町 4.9 18.7 0.0 0.0 0.0 0.0 1.5 0.93

支　所 5.0 17.6 2.9 2.9 12.8 5.7 2.5 1.26

備中保健所 5.9 15.4 2.3 1.5 18.9 4.6 2.9 1.35

倉敷市 7.6 11.4 0.8 0.3 17.6 3.9 4.6 1.65

岡山県 6.6 13.4 1.3 0.6 19.0 3.5 4.0 1.50

22週以後
死産数

早期新生児
死亡数

（注１）死産率は、死産数を出産数（死産数＋出生数）で除したもの。
（注２）周産期死亡率は、周産期死亡数を出産数（妊娠22週以後死産数＋出生数）で除したもの。
（注３）人口千対の値は岡山県毎月流動人口調査年報（年齢５歳階級別、男女別人口－市町村）令和4年10月1日現在の人口を用いて備中保健所で算出したもの。

区　分

2,500ｇ
未満数

新生児死亡数区　分

出 生 数

死亡数 自然増減数 乳児死亡数

死 産 数 周 産 期 死 亡 数

婚姻件数 離婚件数
自然死産数 人工死産数
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（３）人口動態統計（総覧）・全国、県、管内年次推移（確定数） 

令和元年 686 831 △ 145 2 1 14 7 7 3 2 1 327 98
令和２年 669 823 △ 154 3 1 11 6 5 3 2 1 293 144
令和３年 646 833 △ 187 1 0 13 5 8 3 3 0 297 116
令和４年 600 955 △ 355 1 0 16 10 6 2 2 0 297 122
令和元年 713 2,129 △ 1,416 0 0 16 4 12 0 0 0 463 191
令和２年 759 2,137 △ 1,378 0 0 8 2 6 0 0 0 423 165
令和３年 680 2,178 △ 1,498 1 1 13 9 4 3 2 1 339 152
令和４年 695 2,429 △ 1,734 2 2 9 5 4 4 2 2 347 174
令和元年 1,399 2,960 △ 1,561 2 1 30 11 19 3 2 1 790 317
令和２年 1,428 2,960 △ 1,532 3 1 19 8 11 3 2 1 716 309
令和３年 1,326 3,011 △ 1,685 2 1 26 14 12 6 5 1 636 268
令和４年 1,295 3,384 △ 2,089 3 2 25 15 10 6 4 2 644 296
令和元年 13,695 21,944 △ 8,249 29 10 286 120 166 40 33 7 8,734 3,078
令和２年 13,521 21,788 △ 8,267 20 8 267 121 146 33 27 6 7,852 2,986
令和３年 13,107 22,857 △ 9,750 20 9 251 113 138 38 31 7 7,399 2,781
令和４年 12,371 24,901 △ 12,530 16 8 239 124 115 44 38 6 7,399 2,787
令和元年 865,239 1,381,093 △ 515,854 1,654 755 19,454 8,997 10,457 2,955 2,377 578 599,007 208,333
令和２年 840,835 1,372,755 △ 531,920 1,512 704 17,278 8,188 9,090 2,664 2,112 552 525,507 193,253
令和３年 811,622 1,439,856 △ 628,234 1,399 658 16,277 8,082 8,195 2,741 2,235 506 501,138 184,384
令和４年 770,759 1,569,050 △ 798,291 1,356 609 15,179 7,391 7,788 2,527 2,061 466 504,930 179,099

資料：厚生労働省「令和4年人口動態統計」

（４）人口動態統計（総覧）・全国、県、管内年次推移（率）

令和元年 8.5 10.3 △ 1.8 2.9 1.5 20.0 10.0 10.0 4.4 4.1 1.22
令和２年 8.2 10.1 △ 1.9 4.5 1.5 16.2 8.8 7.4 4.5 3.6 1.77
令和３年 7.9 10.2 △ 2.3 1.5 0.0 19.7 7.6 12.1 4.6 3.6 1.42
令和４年 7.4 11.7 △ 4.4 1.7 0.0 26.0 16.2 9.7 3.3 3.6 1.50
令和元年 5.0 14.8 △ 9.8 0.0 0.0 21.9 5.5 16.5 0.0 3.2 1.38
令和２年 5.4 15.1 △ 9.7 0.0 0.0 10.4 2.6 7.8 0.0 3.0 1.17
令和３年 4.9 15.6 △ 10.7 1.5 1.5 18.8 13.0 5.8 4.4 2.4 1.09
令和４年 5.0 17.6 △ 12.6 2.9 2.9 12.8 7.1 5.7 5.7 2.5 1.26
令和元年 6.2 13.2 △ 7.0 1.4 0.7 21.0 7.7 13.3 2.1 3.5 1.32
令和２年 6.4 13.3 △ 6.9 2.1 0.7 13.1 5.5 7.6 2.1 3.2 1.39
令和３年 6.0 13.6 △ 7.6 1.5 0.8 19.2 10.4 8.9 4.5 2.9 1.21
令和４年 5.9 15.4 △ 9.5 2.3 1.5 18.9 11.4 7.6 4.6 2.9 1.35
令和元年 7.2 11.6 △ 4.4 2.1 0.7 20.5 8.6 11.9 2.9 4.6 1.62
令和２年 7.2 11.5 △ 4.4 1.5 0.6 19.4 8.8 10.6 2.4 4.2 1.58
令和３年 7.0 12.2 △ 5.2 1.5 0.7 18.8 8.5 10.3 2.9 3.9 1.48
令和４年 6.6 13.4 △ 6.7 1.3 0.6 19.0 9.8 9.1 3.5 4.0 1.50
令和元年 7.0 11.2 △ 4.2 1.9 0.9 22.0 10.2 11.8 3.4 4.8 1.69
令和２年 6.7 10.9 △ 4.2 1.8 0.8 20.1 9.5 10.6 3.2 4.2 1.53
令和３年 6.6 11.7 △ 5.1 1.7 0.8 19.7 9.8 9.9 3.4 4.1 1.50
令和４年 6.3 12.9 △ 6.5 1.8 0.8 19.3 9.4 9.9 3.3 4.1 1.47

離婚件数
自然死産数 人工死産数

22週以後
死産数

全　　国

新生児
死亡数

死      産       数 周 産 期 死 亡 数

婚姻件数区　　分 年　　次 出生数 死亡数 自然増減数
乳児

死亡数 早期新生児
死亡数

本　　所

支　　所

備中保健所

岡 山 県

岡 山 県

新生児
死亡率

(出生千対)

死 産 率 （ 出 産 千 対 ） 周産期
死亡率

（出産千対）

婚姻率
（人口千対）自然死産 人工死産

区　　分 年　　次 出生率
(人口千対）

死亡率
(人口千対）

自然増減
乳児

死亡率
(出生千対)

本　　所

支　　所

備中保健所

離婚率
（人口千対）

全　　国

- 11 -



（５）母の年齢階級別出生児数（確定数）
　R4

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

総社市 509 3 0.6 33 6.5 155 30.5 187 36.7 102 20.0 29 5.7 0 0.0

早島町 91 0 0.0 7 7.7 24 26.4 31 34.1 25 27.5 4 4.4 0 0.0

　本　所　 600 3 0.5 40 6.7 179 29.8 218 36.3 127 21.2 33 5.5 0 0.0

笠岡市 176 6 3.4 18 10.2 49 27.8 57 32.4 40 22.7 5 2.8 1 0.6

井原市 185 2 1.1 22 11.9 43 23.2 70 37.8 36 19.5 12 6.5 0 0.0

浅口市 200 3 1.5 23 11.5 56 28.0 69 34.5 41 20.5 8 4.0 0 0.0

里庄町 71 0 0.0 10 14.1 16 22.5 31 43.7 9 12.7 5 7.0 0 0.0

矢掛町 63 1 1.6 9 14.3 14 22.2 21 33.3 15 23.8 3 4.8 0 0.0

　支　所　 695 12 1.7 82 11.8 178 25.6 248 35.7 141 20.3 33 4.7 1 0.1

備中保健所 1,295 15 1.2 122 9.4 357 27.6 466 36.0 268 20.7 66 5.1 1 0.1

倉敷市 3,580 32 0.9 350 9.8 1,163 32.5 1,207 33.7 653 18.2 171 4.8 4 0.1

岡山県 12,371 102 0.8 1,118 9.0 3,735 30.2 4,266 34.5 2,499 20.2 632 5.1 19 0.2

資料：厚生労働省「令和4年人口動態調査」保管統計表　都道府県編　出生　第５表ー３３（岡山）出生数,　性・母の年齢（５際階級）・都道府県・市区町村別

40～44歳 45歳以上
区　分 出生数

～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳
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  　(６) 市町別・死因別死亡数及び死亡率 R4

死因分類
コード 分類名 総社市 早島町 小計 笠岡市 井原市 浅口市 里庄町 矢掛町 小計 総社市 早島町 小計 笠岡市 井原市 浅口市 里庄町 矢掛町 小計

Se01 結核 6 0 0 0 1 3 1 1 0 6 2.7 0.0 0.0 0.0 2.3 8.1 3.1 9.2 0.0 4.4

Se02 悪性新生物 745 180 32 212 186 165 105 29 48 533 339.9 260.1 260.4 260.1 418.6 443.1 326.1 267.2 371.4 387.2

Se03      食道の悪性新生物 25 5 0 5 6 6 5 1 2 20 11.4 7.2 0.0 6.1 13.5 16.1 15.5 9.2 15.5 14.5

Se04      胃の悪性新生物 73 17 2 19 23 11 8 6 6 54 33.3 24.6 16.3 23.3 51.8 29.5 24.8 55.3 46.4 39.2

Se05      結腸の悪性新生物 68 10 5 15 19 19 10 1 4 53 31.0 14.4 40.7 18.4 42.8 51.0 31.1 9.2 31.0 38.5

Se06      直腸S状結腸移行部および直腸 21 6 2 8 7 3 2 0 1 13 9.6 8.7 16.3 9.8 15.8 8.1 6.2 0.0 7.7 9.4

Se07      肝及び肝内胆管 56 16 1 17 12 13 8 1 5 39 25.6 23.1 8.1 20.9 27.0 34.9 24.8 9.2 38.7 28.3

Se08      胆のう及び他の胆道 34 9 2 11 7 11 4 1 0 23 15.5 13.0 16.3 13.5 15.8 29.5 12.4 9.2 0.0 16.7

Se09      膵の悪性新生物 82 19 2 21 23 20 11 4 3 61 37.4 27.4 16.3 25.8 51.8 53.7 34.2 36.9 23.2 44.3

Se10      気管・気管支及び肺 147 37 7 44 25 34 25 7 12 103 67.1 53.5 57.0 54.0 56.3 91.3 77.6 64.5 92.9 74.8

Se11      乳房の悪性新生物 30 6 1 7 8 5 7 0 3 23 13.7 8.7 8.1 8.6 18.0 13.4 21.7 0.0 23.2 16.7

Se12      子宮の悪性新生物 11 1 3 4 2 5 0 0 0 7 5.0 1.4 24.4 4.9 4.5 13.4 0.0 0.0 0.0 5.1

Se13      白血病 14 4 0 4 7 1 1 0 1 10 6.4 5.8 0.0 4.9 15.8 2.7 3.1 0.0 7.7 7.3

(再掲) Se05 Se06 大腸　　 89 16 7 23 26 22 12 1 5 66 40.6 23.1 57.0 28.2 58.5 59.1 37.3 9.2 38.7 47.9

Se14 糖尿病 33 10 0 10 8 4 8 0 3 23 15.1 14.4 0.0 12.3 18.0 10.7 24.8 0.0 23.2 16.7

Se15 高血圧性疾患 13 3 0 3 3 2 2 1 2 10 5.9 4.3 0.0 3.7 6.8 5.4 6.2 9.2 15.5 7.3

Se16 心疾患（高血圧性を除く） 565 128 17 145 116 125 103 19 57 420 257.8 184.9 138.3 177.9 261.1 335.7 319.9 175.1 441.1 305.1

Se17      急性心筋梗塞 157 31 7 38 29 33 33 6 18 119 71.6 44.8 57.0 46.6 65.3 88.6 102.5 55.3 139.3 86.5

Se18      その他の虚血性心疾患 27 7 0 7 6 7 6 1 0 20 12.3 10.1 0.0 8.6 13.5 18.8 18.6 9.2 0.0 14.5

Se19      不整脈及び伝導障害 47 11 1 12 14 8 7 1 5 35 21.4 15.9 8.1 14.7 31.5 21.5 21.7 9.2 38.7 25.4

Se20      心不全 281 71 8 79 55 59 51 9 28 202 128.2 102.6 65.1 96.9 123.8 158.4 158.4 82.9 216.7 146.8

Se21 脳血管疾患 233 51 13 64 55 43 46 12 13 169 106.3 73.7 105.8 78.5 123.8 115.5 142.9 110.6 100.6 122.8

Se22      くも膜下出血 19 6 0 6 7 2 2 0 2 13 8.7 8.7 0.0 7.4 15.8 5.4 6.2 0.0 15.5 9.4

Se23      脳内出血 61 15 5 20 8 15 15 2 1 41 27.8 21.7 40.7 24.5 18.0 40.3 46.6 18.4 7.7 29.8

Se24      脳梗塞 149 29 8 37 38 26 29 10 9 112 68.0 41.9 65.1 45.4 85.5 69.8 90.1 92.1 69.6 81.4

Se25 大動脈瘤及び解離 37 11 2 13 7 5 9 1 2 24 16.9 15.9 16.3 15.9 15.8 13.4 28.0 9.2 15.5 17.4

Se26 肺炎 171 49 12 61 35 35 19 8 13 110 78.0 70.8 97.6 74.8 78.8 94.0 59.0 73.7 100.6 79.9

Se27 慢性閉塞性肺疾患 30 12 1 13 5 4 3 1 4 17 13.7 17.3 8.1 15.9 11.3 10.7 9.3 9.2 31.0 12.4

Se28 喘息 2 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0.9 1.4 0.0 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 7.7 0.7

Se29 肝疾患 46 10 2 12 11 12 5 2 4 34 21.0 14.4 16.3 14.7 24.8 32.2 15.5 18.4 31.0 24.7

Se30 腎不全 79 11 3 14 20 16 17 1 11 65 36.0 15.9 24.4 17.2 45.0 43.0 52.8 9.2 85.1 47.2

Se31 老衰 345 81 11 92 77 99 55 8 14 253 157.4 117.0 89.5 112.9 173.3 265.9 170.8 73.7 108.3 183.8

Se32 不慮の事故 109 35 3 38 27 24 12 1 7 71 49.7 50.6 24.4 46.6 60.8 64.5 37.3 9.2 54.2 51.6

Se33      交通事故 9 2 0 2 3 3 1 0 0 7 4.1 2.9 0.0 2.5 6.8 8.1 3.1 0.0 0.0 5.1

Se34 自殺 42 16 1 17 10 2 4 6 3 25 19.2 23.1 8.1 20.9 22.5 5.4 12.4 55.3 23.2 18.2

その他の死因 928 206 54 260 231 204 136 37 60 668 423.4 297.6 439.4 319.0 519.9 547.8 422.4 340.9 464.3 485.3

3,384 804 151 955 792 743 525 127 242 2,429 1544.1 1161.6 1228.7 1171.7 1782.4 1995.3 1630.5 1170.1 1872.6 1764.6

資料：厚生労働省「令和4年人口動態調査」保管統計表　都道府県編　死亡・死因　第６表ー３３(岡山県）死亡数,　性・死因（選択死因分類）・都道府県・市区町村別

（注）死亡率は、岡山県毎月流動人口調査（年報）令和４年１０月１日現在の人口を用いて備中保健所で算出したもの。

総数

死　　　因

死亡数 死亡率（人口１０万対）

備 中 保 健 所 備 中 保 健 所

本所 支所 本所 支所
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　　(７) 市町別・年齢階級別・男女別死亡数 R4

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

総　　数 3,384 1,640 1,744 955 492 463 804 407 397 151 85 66 2,429 1,148 1,281 792 343 449 743 355 388 525 279 246 127 62 65 242 109 133

0～4歳 4 2 2 1 0 1 0 0 0 1 0 1 3 2 1 2 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5～9歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10～14歳 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

15～19歳 3 2 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 1 0 0 0

20～24歳 4 3 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0 3 3 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0

25～29歳 7 5 2 5 4 1 4 3 1 1 1 0 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 1 0 0 0

30～34歳 6 5 1 1 1 0 1 1 0 0 0 0 5 4 1 4 3 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

35～39歳 9 5 4 3 1 2 3 1 2 0 0 0 6 4 2 2 1 1 2 2 0 0 0 0 2 1 1 0 0 0

40～44歳 14 11 3 3 3 0 1 1 0 2 2 0 11 8 3 4 3 1 3 3 0 4 2 2 0 0 0 0 0 0

45～49歳 21 12 9 11 6 5 9 5 4 2 1 1 10 6 4 5 2 3 1 1 0 3 3 0 0 0 0 1 0 1

50～54歳 32 22 10 11 7 4 6 4 2 5 3 2 21 15 6 7 5 2 8 4 4 5 5 0 0 0 0 1 1 0

55～59歳 50 31 19 21 15 6 17 12 5 4 3 1 29 16 13 10 7 3 4 2 2 7 3 4 4 2 2 4 2 2

60～64歳 73 51 22 18 13 5 13 9 4 5 4 1 55 38 17 19 10 9 20 17 3 12 8 4 2 2 0 2 1 1

65～69歳 118 72 46 35 24 11 31 21 10 4 3 1 83 48 35 34 18 16 26 14 12 11 7 4 3 2 1 9 7 2

70～74歳 263 170 93 75 48 27 65 39 26 10 9 1 188 122 66 64 32 32 56 38 18 42 31 11 9 8 1 17 13 4

75～79歳 323 213 110 91 62 29 81 55 26 10 7 3 232 151 81 77 50 27 67 42 25 58 41 17 13 7 6 17 11 6

80～84歳 475 287 188 151 94 57 130 81 49 21 13 8 324 193 131 93 50 43 101 62 39 78 51 27 23 13 10 29 17 12

85～89歳 642 342 300 180 97 83 149 79 70 31 18 13 462 245 217 151 71 80 143 77 66 94 57 37 23 13 10 51 27 24

90～94歳 763 283 480 206 83 123 167 67 100 39 16 23 557 200 357 177 62 115 177 63 114 118 47 71 25 8 17 60 20 40

95～99歳 449 107 342 116 26 90 103 22 81 13 4 9 333 81 252 109 27 82 103 24 79 68 20 48 15 3 12 38 7 31

100歳～ 127 16 111 25 7 18 22 6 16 3 1 2 102 9 93 33 0 33 30 4 26 23 2 21 4 1 3 12 2 10

資料：厚生労働省「令和4年人口動態統計」保管統計表　都道府県編　死亡第１表　（３３岡山県）死亡数,　都道府県・保健所ー市区町村・性・年齢（５歳階級）別

笠岡市 井原市 浅口市 里庄町 矢掛町早島町 支所計
区　　分

備中保健所 本所計 総社市
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　（８）市町別死因順位 R4 （死亡率：人口１０万対）

死　　　因 悪性新生物 心疾患 老衰 脳血管疾患 肺炎

実　　　数 180 128 81 51 49

死　亡　率 260.1 184.9 117.0 73.7 70.8

死　　　因 悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 肺炎 老衰

実　　　数 32 17 13 12 11

死　亡　率 260.4 138.3 105.8 97.6 89.5

死　　　因 悪性新生物 心疾患 老衰 脳血管疾患 肺炎

実　　　数 212 145 92 64 61

死　亡　率 260.1 177.9 112.9 78.5 74.8

死　　　因 悪性新生物 心疾患 老衰 脳血管疾患 肺炎

実　　　数 186 116 77 55 35

死　亡　率 418.6 261.1 173.3 123.8 78.8

死　　　因 悪性新生物 心疾患 老衰 脳血管疾患 肺炎

実　　　数 165 125 99 43 35

死　亡　率 443.1 335.7 265.9 115.5 94.0

死　　　因 悪性新生物 心疾患 老衰 脳血管疾患 肺炎

実　　　数 105 103 55 46 19

死　亡　率 326.1 319.9 170.8 142.9 59.0

死　　　因 悪性新生物 心疾患 脳血管疾患 老衰 肺炎

実　　　数 29 19 12 8 8

死　亡　率 267.2 175.1 110.6 73.7 73.7

死　　　因 心疾患 悪性新生物 老衰 脳血管疾患 肺炎

実　　　数 57 48 14 13 13

死　亡　率 441.1 371.4 108.3 100.6 100.6

死　　　因 悪性新生物 心疾患 老衰 脳血管疾患 肺炎

実　　　数 533 420 253 169 110

死　亡　率 387.2 305.1 183.8 122.8 79.9

死　　　因 悪性新生物 心疾患 老衰 脳血管疾患 肺炎

実　　　数 745 565 345 233 171

死　亡　率 339.9 257.8 157.4 106.3 78.0

死　　　因 悪性新生物 心疾患 老衰 脳血管疾患 肺炎

実　　　数 1,294 911 450 344 291

死　亡　率 274.5 193.2 95.4 73.0 61.7

死　　　因 悪性新生物 心疾患 老衰 脳血管疾患 肺炎

実　　　数 5,715 3,868 2,714 1,632 1,307

死　亡　率
（厚生労働省算出）

312.0 211.2 148.1 89.1 71.3

資料：厚生労働省「令和4年人口動態調査」

・保管統計表　都道府県編　死亡・死因　第6表-33（岡山県）死亡数，性・死因(選択死因分類)・都道府県・市区町村別

・死亡　上巻　第5-19表　都道府県(21大都市再掲)別にみた死因簡単分類別死亡率（人口10万対）

（注）死亡率は、岡山県毎月流動人口調査（令和4年10月1日現在）の人口を用いて備中保健所で算出。

　　　ただし、岡山県値は厚生労働省が算出したもの。

岡山県 1,862,012 24,901

備中保健所 219,154 3,384

倉敷市 471,459 5,388

矢掛町 12,923 242

支　所 137,648 2,429

浅口市 32,198 525

里庄町 10,854 127

笠岡市 44,435 792

井原市 37,238 743

早島町 12,289 151

本　所 81,506 955

第3位 第4位 第5位

総社市 69,217 804

区　分 令和４年人口 総死亡数 死因順位 第1位 第2位
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 (９) 市町別・死亡の場所別死亡数 R4

病院 診療所
介護老人
保健施設

助産所
老人
ホーム

自宅 その他

総社市 804 645 508 16 30 0 91 159 144 15

早島町 151 120 88 13 7 0 12 31 30 1

本　所 955 765 596 29 37 0 103 190 174 16

笠岡市 792 687 598 12 27 0 50 105 94 11

井原市 743 636 500 34 26 0 76 107 93 14

浅口市 525 444 341 8 61 0 34 81 71 10

里庄町 127 106 75 11 13 0 7 21 19 2

矢掛町 242 216 192 5 5 0 14 26 25 1

支　所 2,429 2,089 1,706 70 132 0 181 340 302 38

備中保健所 3,384 2,854 2,302 99 169 0 284 530 476 54

倉敷市 5,388 4,392 3,564 149 309 0 370 996 887 109

岡山県 24,901 20,694 16,546 597 1,255 0 2,296 4,207 3,689 518

資料：厚生労働省「令和4年人口動態統計」保管統計表　都道府県編　死亡第4表　死亡数,　都道府県・市区町村・

　　　死亡の場所別

区　分 総　数

施設内 施設外
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保健課〔本所〕・井笠地域保健課〔支所〕 
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１ 切れ目のない母子保健対策の推進 

妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を提供するために、妊産婦に対し心身のケアや

安心して子育てができる支援体制の整備を広域的に進めている。 
出産後も切れ目なく、市町とともに発達が気になる子どもや、心身や家庭環境に課題を抱える

ケースを虐待予防の視点から支援することで、健やかな子どもの発達と成長を支援している。 
 

(１) 妊娠出産子育てへのサポート 
ア 未来のパパ＆ママを育てる出前講座事業 

将来親になろうとする中高生等若い世代に妊娠出産や子育てに関する知識を普及するとと 
もに自分の体を大事にすることや、命の大切さについて理解を深める啓発を行っている。 

 

（本所） 

開催日 講師 内容 対象者 

R5.7.7 はせ川助産院 

院長 

長谷川喜久美 

妊孕性をはじめ、一人ひとりを大

切な存在として尊重する意識を育

てるとともに、思春期の心と身体

の変化や性感染症について正しい

知識を得る。 

総社市立総社中学校 

3年生76名 

教員4名 

R5.11.27 岡山二人クリニッ

ク 

門田貴子 

県立総社南高等学校 

2年生240名 

教員6名 

（支所）  

開催日 講師 内容 対象者 

R5.11.14 

 

はせ川助産院 
院長  
長谷川喜久美 

妊娠の仕組みや妊孕性を中心に命

の大切さを知り、若い頃からライ

フプランを考えていく中で、親と

して自分以外の人の幸せを考える

ことや性感染症や避妊方法等につ

いて正しく学ぶ。 
抱っこ体験や妊婦体験も実施。 

笠岡市立笠岡東中学

校 ３年生 

生徒104名､教員5名 

R5.12.7 Smile～わくわく

保健室～助産師 
野宮俊江 

蒼明学院・中等部 

1～3年生 

生徒81名、教員4名 

R5.12.8 はせ川助産院 
院長  
長谷川喜久美 

井原市立芳井中学校 

３年生 

生徒23名、教員2名 

R5.12.13 Smile～わくわく

保健室～助産師 
野宮俊江 

岡山龍谷高等学校 

1～3年生 

生徒554名､教員4名 

R6.1.31 新見公立大学 健

康福祉部 看護学

科 川下菜穂子 

岡山県立矢掛高等学

校 ３年生 

生徒111名､教員1名 

 
イ 不妊治療支援事業 

不妊相談窓口（一時相談）として、不妊治療に関する基本的な情報の提供や不妊相談を行

っている。 
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(２) 子どもの健全な発育発達の促進・健やかに生まれ育つ環境づくりの推進 
子どもの心と体の適切な発達支援や児童虐待の発生予防など、子どもの幸せの視点に立った環 

境づくりを推進した。 
ア  先天性代謝異常等事業 

先天性代謝異常症は、放置すると重症心身障害など、特に知的障害を生じる恐れがある。

早期に発見し、早期治療を行うとこれを予防できることから、生後４～６日の新生児を対象

に血液によるマス・スクリーニングを実施している。 
保健所は、受診率向上のために市町と協力して住民への周知徹底を図り、医療機関に検査

セットを配布した。また、再採血や精密検査が必要な者には、医療機関へ連絡の上、保護者

に受診勧奨を行った。 
 
 本所 支所 

基本6項目 タンデム22項目 基本6項目 タンデム22項目 

検査総数 607 607 436 436 

正常 578 593 417 424 

要再検 14 0 4 0 

低体重 11 11 9 9 

検体不備 2 2 2 2 

要精検 2 1 4 1 

 結果 異常なし 1 0 0 1 

要経過観察 1 0 4 0 

    
イ 子どもの発達支援相談事業 

発達に問題のある児及び育児不安や育児上支援が必要と思われる保護者を対象に、小児神

経科医師、臨床心理士等による発達相談を実施した。 
 
子どもの心と体の総合相談 
（支所） 開催回数   12回 

 支所計 

相談者数（延）  24 

主訴 
(重複)  

多動・落ち着きがない･不注意 14 

言葉の遅れ 10 

集団行動がとりにくい 19 

マイペース 11 

指示が入らない 11 

その他 12 

結果 
(重複)  

異常なし 0 

要指導 23 

要継続 0 

要精検 0 

要医療 1 

 
 

- 19 -



ウ 小児慢性特定疾患治療支援事業及び医療的ケア児への支援 
長期療養支援が必要となる小児慢性特定疾患児の中には、在宅で呼吸器などをつけている

医療的なケア児もいる。保健所は医療費申請時に面接をし、災害時や平時の療養について個

別に相談支援を行っている。 
 

(ア) 医療費申請件数 
 本所 支所 
小児慢性特定疾病医療費支給認定数 57 116 

 
(イ) 保健師による家庭訪問・相談 

 
 

本所 支所 
実人数 延人数 実人数 延人数 

家庭訪問 4人 4人 10人 16人 

電話相談・面接相談 57人 127人 29人 52人 

 
 (ウ) 総社市医療的ケア児支援体制等検討会への参画 5回 

 
エ 虐待予防活動 

母子保健の立場から、保護者の身体的・精神的病気や、子どもの発達や身体疾患、経済的・

社会的な課題を抱える親子を早期に発見し、保健・医療・福祉・教育が連携して支援する体

制づくりに努めている。 
 
（ア）産科発妊娠中からの気になる母子支援連絡票 

望まない妊娠、児への愛着形成不全や DV など社会的ハイリスク妊産婦を把握した産婦人

科機関は、連絡票により岡山県産婦人科医会を通じ保健所へ情報提供を行い、保健所は市町

医療機関と連携してハイリスク妊産婦の支援を行っている。 
本所 18ケース 

支所 延64（実56）ケース 

このほかに、市町ではハイリスク妊産婦連絡票やハイリスク新生児連絡票（診療情報提供

書）により、母子の支援を早期から行っている。 
 

(イ) ケース会議への参画 
  （本所）  

実施回数 9回 
事例件数 9事例（延べ）  
主な内容 ・被虐待児（ハイリスク児含む）への支援について関係機関等を交えて協議

した。 
参加者 保護者、医師、看護師、訪問看護師、MSW、OT、PT、学校関係者、相談支

援専門員、市町保健師、幼稚園、保育所、本所保健師 等 
   （支所）  

実施回数 13回 
事例件数 13事例（延べ） 
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主な内容 ・被虐待児（ハイリスク児含む）への支援について関係機関等を交えて協議

した。 
参加者 保護者、医師、臨床心理士、保育所、幼稚園、発達障害支援コーディネー

ター、市町保健師、支所保健師 等 
 

(ウ) 保健師による家庭訪問・相談 
対応困難事例や市町間広域事例の個別訪問や事例検討、相談支援を通し、市町を支援す 

るとともに、母子保健や子育て支援の体制づくりに生かす取り組みを行った。    
 
 

本所 支所 
実人数 延人数 実人数 延人数 

家庭訪問 3人 15人 13人 25人 

電話相談・面接相談 6人 16人 13人 24人 

 
(エ) 地域支援システム構築に向けた連携会議 
（本所）   
開催回数 21回 

主な内容 ・母子保健連絡会議（13回）  

・市町実施の要保護児童対策地域協議会（代表者会議・実務者会議）への参

画（8回）  

関係機関 市町担当課（担当者及び保健師）、市町教育委員会、幼稚園・小学校・保育

所、医師会、法務局、警察署、療育機関、児童相談所、本所保健師 等 

（支所）   

開催回数 44回 

主な内容 ・母子保健連絡会議（2回） 

・地域支援連絡会議（22回） 

・市町実施の要保護児童対策地域協議会（代表者会議・実務者会議）への参

画（20回）  

関係機関 市町担当課（保健・福祉担当者及び保健師）、発達障害者支援コーディネー

ター、市町教育委員会、警察署、幼稚園、小学校、保育所、児童相談所、支

所保健師、法務局、医師会、人権擁護委員、民生委員、主任児童委員 
 

 

(オ) 備中県民局管内要保護児童対策地域協議会連絡会議への参画 
    令和５年１１月１０日 備中県民局にて開催 
    ※ 構成員は、管内各市町要保護児童対策地域協議会会長及びその事務局職員、備中・ 
     備北保健所長、倉敷児童相談所長並びに備中県民局健康福祉部長等 

 
(カ) 岡山県子ども虐待防止専門本部備中地域支部全体会議への参画 

令和５年１１月９日 倉敷児童相談所にて開催 
   

 (キ) 要保護児童対策地域協議会への参画 
   代表者会議   
   （本所） 総社市0回、早島町１回 

   （支所） 笠岡市２回、井原市１回、浅口市１回、里庄町１回、矢掛町１回 
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   実務者会議 
   （本所） 総社市４回、早島町３回 
   （支所） 笠岡市３回、井原市３回、浅口市３回、里庄町２回、矢掛町３回 

 

２ 歯科保健対策の推進（保健事業と介護予防事業の一体的推進支援）  

８０２０健康長寿社会の推進 
「岡山県民の歯と口の健康づくり条例」及び「岡山県歯科保健推進計画」に基づき、８０歳 

になっても自分の歯を２０本以上残せるよう、県民の歯と口の健康を推進する８０２０（ハチ

マルニイマル）運動を通じて、県民が生涯にわたって自分の歯と口で食べる楽しみを維持し、

健康で長寿を保つことのできる８０２０健康長寿社会を目指す。 
 

ア 歯の衛生週間及び「いい歯の日（１１月８日）」における普及啓発活動 
イ ６月４日～１０日の歯の衛生週間及び１１月８日の「いい歯の日」について県民局への懸

垂幕やポスター掲示・掲示板・メディア CM により啓発を行った。 
ウ 市町歯科保健連絡会議への参画  1回 （本所） 
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３ 健康増進対策の推進 

(１) 第２次健康おかやま２１セカンドステージの推進 

「第２次健康おかやま２１セカンドステージ」の推進を図るため、市町の健康増進計画

の進捗状況の検討会等へ参画するなど関係機関・団体等と連携しながら普及啓発を実施す

るとともに、健康づくり環境整備事業「栄養成分表示の店」登録事業や「敷地内全面禁煙

実施施設」認定事業、「屋内全面禁煙宣言施設」の届出受付を行った。 

 

ア 「栄養成分表示の店」登録状況（R6.3.31現在） 

（本所） 

登録数 倉敷市 総社市 早島町 

３５ ２３ １１ １ 

（支所） 

登録数 笠岡市 井原市 浅口市 里庄町 矢掛町 

９ ４ ０ ２ １ ２ 

 

イ 「敷地内全面禁煙実施施設」認定事業（R6.3.31現在） 

区  分 本所 支所 合計 

保健・福祉・医療機関 １３９ ６３ ２０２ 

官公庁施設 ３ ４ ７ 

教育関係機関 ３８ ３０ ６８ 

文化・運動施設 ９ ９ １８ 

飲食店・一般企業等 １２ １ １３ 

合  計 ２０１ １０７ ３０８ 

 

  ウ 「屋内全面禁煙宣言施設」届出受付（R6.3.31現在） 

区分 本所 支所 合計 

届出数 １６５  ６６ ２３１ 

 

  エ 改正健康増進法に伴う相談（R5.3.31現在） 

 本所 支所 

改正健康増進法に伴う喫煙室の

設置等に関する問い合わせ 

   ２件   ３件  

 

  オ たばこからの健康影響普及講座（R6.3.31現在） 

（支所） 

開催月日 概要 参加者等 

R6.1.15 講話「タバコの害について」 
講師 久津間 環 薬剤師 

矢掛町立中川小学校 
５年生 １４名  
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カ たばこからの健康影響普及啓発 

 本所 支所 

世界禁煙デー街頭キャンペーン 2回 １回 

 

キ 市町健康増進計画の策定・推進支援 

市町健康増進計画 含まれる計画 策定年月 見直し年度 参画会議 

健康そうじゃ21 食育推進計画 

データヘルス計画 

母子保健計画 

H27.3 R6年度最終評

価 

 

総社市医療費適

正化推進委員会 

（０回） 

第３次健康はつら

つ早島21 

食育推進計画 

自殺対策計画 

R2.3 R6年度最終評

価 

保健事業推進会

議（４回） 

笠岡市健康づくり

計画(第２期計画) 

 

食育推進計画 

母子保健計画 

自殺対策基本計画 

H26.3 R6年度最終評

価 

 

笠岡市保健協議

会（１回） 

第2次健康いばら21 食育推進計画 H26.3 R6年度最終評

価 

井原市健康づく

り推 進協議会

（２回） 

浅口市健康・食育

推進計画 

食育推進基本計画 

自殺対策推進計画 

H27.3 R6年度最終評

価 

浅口市民健康増

進対 策協議会

（２回） 

健康里庄21第２次 食育推進計画 

自殺対策計画 

H27.3 R6年度最終評

価 

 

健康やかげ21・食

育推進計画 

食育推進計画 

自殺対策基本計画 

R3.3 R7年度最終評

価 

健康やかげ21・

食育推進委員会

（２回） 

 

ク 乳がん・子宮がん予防出前講座 

（本所） 

開催月日 概要 参加者等 

R6.3.8 ・講演 
体験談「私の乳がん体験－いま、伝えたいこと―」 
講師 乳がん患者会あけぼの会 
   代表 槌田 史子 氏、宮本 絵実 氏 

・体験コーナー 
 乳がん触診モデルでのセルフチェックの模擬体験 

早島町愛育委員

２９名 
一般住民 
２名 

  （支所） 

開催月日 概要 参加者等 

R5.12.20 

 

講話「笠岡市のがん検診に関する取組」 
講師 備中保健所井笠支所 保健師  
講話「大切なあなたに伝えたい～乳がん体験談と基

礎知識」 
講師 QOL“輪唱”岡山テイクハート 安藤美江先生 

笠岡市愛育委員

協議会１２６名 
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ケ 国民健康・栄養調査 

   該当なし 

 

(２) 給食施設指導 

 本所 支所 合 計 

個別施設指導（電話含む） ３３施設 ５１施設 ８４施設 

給食施設指導 

（集団） 

回 数 ３回 ２回 ５回 

参加施設数   ６８施設 ８３施設 １５１施設 

参加人数 １２２人 １４６人 ２６８人 

 
(３) 食育の推進 

社会情勢やライフスタイルの変化に伴い、栄養摂取の偏りや欠食など食をめぐる問題が生

じる中、食育の重要性が注目され平成１７年７月に食育基本法が制定された。 

岡山県においては、平成１８年１２月に「岡山県食の安全・安心の確保及び食育の推進に

関する条例」が施行され、平成１９年３月に岡山県食育推進計画を策定して、食育の推進を

図ってきた。２４年度、２９年度に計画の見直しを行い、引き続き地域の食育の推進を図っ

ている。 
 

地域版「朝食毎日きちんと食べよう大作戦」普及啓発（本所） 

開催月日 事業内容（対象、内容等） 参加者等 

R5. 9. 8 総社高校文化祭における保健委員と協働した食育活動。 

朝食摂取や野菜摂取の重要性を普及啓発することを目的に展示

や体験型展示を行った。 

高校生、一般住民等 

１７５名 

関係者３６名 

R5. 9. 9 総社南高校文化祭における保健委員と協働した食育活動。 

朝食摂取や野菜摂取の重要性を普及啓発することを目的に展示

や体験型展示を行った。 

高校生、一般住民等 

１１１名 
関係者２５名 

R5.11. 4 岡山県立大学大学祭における総社市栄養改善協議会と協働した

食育活動。 

参加者1人1人に声をかけ、野菜摂取や朝食喫食を呼びかけると

共に、野菜や朝食に関するパンフレット等を配布した。 

大学生、一般住民等

３００人 

総社市栄養改善協議

会委員・事務局７人 

備中保健所職員２人 
 

ジュニア食育プロジェクト（検討会）（支所） 

開催月日 R5.11.29 

開催場所 浅口市保健福祉センター 

参 加 者 

栄養委員   ９人 

市町職員   ５人 

井笠支所職員 ３人 

概  要 

管内５市町における子どもの食事の状況につい

て学び、「子どもが自分で作ることができる朝

食」をテーマに調理実習を行った。 

これをもとにリーフレットを作成し、地域での

普及啓発を行う予定。 
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(４) 食品表示に関する相談等  

  本所 支所 

食品表示法(保健事項) ７ １８ 

健康増進法 １ １ 

集団指導 回数 ３ ５ 

人数 ５６ １２９ 

 

(５) 地域保健・職域保健連携の推進 

（本所） 

開催月日 事業内容（対象、内容等） 

 

 

 

 

 

R5.11. 9 

 

 

 

禁煙セミナーの開催  

演  題「禁煙、今がやめどき」 

講  師 公益社団法人岡山県看護協会地域応援出前講座登録講師  

済生会健診センター保健師  

講演内容 たばこの害、禁煙外来、治療費の助成制度 

対  象 社員18名 

（連携経過） 

R5.5.12   総社市内の会社の禁煙プロジェクトチームと事前協議 

R5.5～R5.10 総社市内の会社へ年3回健康普及啓発活動 

R5.10    禁煙セミナー前アンケート（対象社員数296名） 

R5.11.17   禁煙プロジェクトチームと禁煙セミナー事後検討会 

 
 
R5. 8.23 

感染症予防出前講座開催 

演  題「グローバル化に伴う労働者の健康管理」 

講  師 保健所職員 

講演内容 海外赴任時の健康管理や海外渡航ワクチン、身近な性感染症等 

対  象 総社市内ウイングバレイ協同組合員 全13社 社長、労働安全衛生担当

者27名 

 

 

 

R6. 3. 8 

令和５年度乳がん予防出前講座 

演  題 体験発表「～いま、あなたに伝えたいこと～」 

講  師 乳がん患者会 あけぼの岡山の会員 

講演内容 体験発表、乳がんの早期発見の為にセルフチェックや定期健診等の勧 

奨、触診モデルでセルフチェックの模擬体験 

対  象 早島町愛育委員、つくぼ商工会会員、一般住民 31名 

（連携経過） 

R5.7.19 早島町と地域健康課題について協議 

R5.11.14 つくぼ商工会女性部と打合せ 
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（支所） 

開催月日 事業内容（対象、内容等） 

R5.7.6  積水化成品天理にて、運動（体力アップ）の出前講座を実施 

企業の職員に対し、喫煙による健康被害の影響を伝え、喫煙率低下に向けた取組を

考える 

R5.9.12 

 

岡山県労働基準協会笠岡支部主催の労務管理講習会でのチラシ配布 

（禁煙・ＣＫＤ・がん検診・子宮頸がん） 

R6.2.9 地域・職域保健連携推進連絡会の開催 

（管内５市町、全国健康保険協会、労働基準監督署、産業保健センター） 

 

(６) 市町村健康増進・栄養改善業務推進会議 

（本所） 

開催月日 概要 参加者 

R5. 6.12 ・令和５年度健康増進・栄養改善事業について 

・災害時のアクションカードの活用について 

・今年度の会議の内容について 

８人 

R5. 8.31 ・栄養・食生活支援アクションカードを活用した訓練について 
１１人 

R5.11. 7 ・栄養・食生活支援アクションカードの検討 

・令和３年県民健康調査結果について 

・その他 

６人 

R6. 2.27 ・栄養・食生活支援アクションカード最終案について 

・令和５年度の振り返りについて 

・令和６年度備中保健所管内市町健康増進・栄養改善業務推進会議

の方向性について 

７人 

（支所） 

開催月日 概要 参加者 

R6.1.11 
・各市町健康増進計画の状況について 

・栄養改善地区組織の育成について 
11人 

 

(７) 保健所国保ヘルスアップ事業（市町のデータヘルス計画・重症化予防事業の推進） 

（本所） 

開催月日 概要 参加者等 

R5. 7.21 CKDモデル事業（WEB会議） 岡山大学、県庁、 

市関係職、保健所 

R5. 9.21 早島町国保ミーティング（健康増進実務者会議） 

・健康増進計画、データヘルス計画等について 

町関係職 

保健所 ６人 

R5.10.19 CKDモデル事業（WEB会議） 岡山大学、県庁、 
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市関係職、保健所 

R5.12.21 総社市国保ミーティング 

・健康状況、生活習慣病予防及び重症化予防の取組、

課題と今後の取組等について 

吉備医師会医師、 

市関係職、保健所 

１１人  

R6. 1.23 早島町 国保・後期高齢者ヘルスサポート事業データ

ヘルス事業支援（オンライン） 

町関係職、岡山大学

医師、国保連保健

師、保健所 ８人 

R6. 1.25 早島町データヘルス計画策定についての打合せ会 町関係職 

保健所 ３人 

R6. 2. 2 CKDモデル事業（WEB会議） 岡山大学、県庁、 

市関係職、保健所 

（支所） 

開催月日 概要 参加者等 

R6.1.23 

～R6.2.6 

国保ミーティング事業（各市町ヒヤリング） ５回 市町担当者、保健所 

    延２７人 

随時 

 

第３期データヘルス計画策定に向けた支援及び 

該当市訪問 ７回 

管内市町 

保健所 

 

(８) 糖尿病予防戦略事業 

（本所） 

開催月日 概要 参加者等 

R5.4.13 早島町保健事業推進会議（早島町既存事業） 

・特定健康診査、がん検診、保健事業等について 

・庁内関係医師、保健所との情報共有、意見交換 

都窪医師会医師、

町関係職、保健所 

２０人 

R5.7.13 早島町保健事業推進会議（早島町既存事業） 

・国民健康保険保健事業、集団けんしん等について 

・町内関係医師、保健所との情報共有、意見交換 

都窪医師会医師、

町関係職、保健所 

１４人 

R5.8.4 総社市の生活習慣病予防・重症化予防等について協議 総社市関係職 

保健所 ３人 

R5. 9.22 総社市の生活習慣病予防・重症化予防等について協議 吉備医師会会長 

保健所 ３人 

R5.10.12 早島町保健事業推進会議（早島町既存事業） 

・国民健康保険保健事業、集団けんしん等について 

・町内関係医師、保健所との情報共有、意見交換 

都窪医師会医師、

町関係職、保健所 

１４人 

R5.12. 7 総社市の生活習慣病予防・重症化予防等について協議 総社市関係職 

保健所 ４人 

R6. 1.25 早島町保健事業推進会議（早島町既存事業） 

・国民健康保険保健事業、予防接種、乳幼児健診等につ

いて 

都窪医師会医師、

町関係職、保健所 

１５人 
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・町内関係医師、保健所との情報共有、意見交換 

R6. 3. 6 総社市の生活習慣病予防・重症化予防等について協議 総社市関係職 

保健所 ４人 

 (支所) 

開催月日 概要 参加者等 

R6.1.23 
浅口市 国保データヘルス計画･糖尿病重症化予防事業

に係る情報交換会 

浅口市関係職・保

健所 計６名 

R6.1.24 
里庄町 国保データヘルス計画･糖尿病重症化予防事業

に係る情報交換会 

里庄町関係職・保

健所 計６名 

R6.1.31 
矢掛町 国保データヘルス計画･糖尿病重症化予防事業

に係る情報交換会 

矢掛町関係職・保

健所 計４名 

R6.2.5 
井原市 国保データヘルス計画･糖尿病重症化予防事業

に係る情報交換会 

井原市関係職・保

健所 計５名 

R6.2.6 
笠岡市 国保データヘルス計画･糖尿病重症化予防事業

に係る情報交換会 

笠岡市関係職・保

健所 計６名 

R5.9.7 

R6.2.22 
矢掛町慢性腎臓病（CKD）対策検討会（２回） 

国保病院、医師会、

薬剤師会、ケアマ

ネ協会、NPO団体、

矢掛町、保健所 

    延３１人 

 

(９) 健康づくりボランティアの育成 

   ア 管内愛育委員連合会 
(ア) 管内愛育委員連合会組織                             （R5.４.１現在） 
 地区組織数 愛育委員数 平均受持世帯数 

総社・早島 
地域 

総社市 19 460 59 

早島町 24 42 108 

計 43 502 63 

井笠地域 

笠岡市 24 1,002 18 

井原市 12 348 42 

浅口市 3 293 43 

里庄町 1 69 60 

矢掛町 7 103 49 

計 47 1,815 29 

備中保健所管内愛育委員連合会 90 2,317 37 
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 (イ) 理事会、役員会 
区分 回数 

本所（総社・早島地域） ３回 
支所（井笠地域） ４回 
備中保健所管内愛育委員連合会 ３回 

 

(ウ) 総会・研修会等 

区分 事業名 
実 施 

年月日 
開催場所 

参加 

人数 
概   要 

備
中
保
健
所
管
内 

愛
育
委
員
連
合
会 

総会・研修会 R5. 6.22 

 

里庄総合文

化ホール 

183 ・講演「フレイル予防から取 

り組む地域の健康づくり～ 

診察室から愛育委員さんへ 

のメッセージ～」 

 講師 医療法人 福嶋医院

福嶋 啓祐 先生  

本所 

愛育委員連合会・ 

栄養改善協議会 

合同研修会 

R5.11.22 

 

サンロード

吉備路 

33 

 

・講演「歯と口からできるフ

レイル予防～オーラルフレ

イルご存じですか～」 

講師 あいの里クリニック 

   山本 道代 先生 

 

 支所 

井笠愛育委員連合

会・栄養改善協議会

合同研修会 

R5.10.26 アクティブ

ライフ井原 

137 

 

・情報提供「井笠支所管内の

歯科保健の現状」 

 備中保健所井笠支所 保健

師 

・講演「乳幼児の食べる機能

を育てるポイント歯科医師

の立場から～」 

講師 宝塚医療大学保健医

学部口腔保健学科 

森田 学 先生 

 

イ 管内栄養改善協議会 

(ア) 管内栄養改善協議会組織          (R5.4.1現在) 

区 分 市町別 組織数 栄養委員数 

本所 
総社市 17 342 

早島町 1 29 

支所 

笠岡市 23 428 

井原市 12 71 

浅口市 3 55 

里庄町 1 69 

矢掛町 7 39 

計 64 1,033 
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(イ) 管内栄養改善協議会理事会 

区分 本所 支所 

回数 6回 4回 

  

(ウ) 総会・研修会等 

区分 事業名 
実  施  

年 月 日  
開催場所 

参加 

人数 
概     要 

本所 

総会並びに

研修会 
R5. 6.15 

備中県民

局会議棟 
38 

・講演「健康寿命延伸に向けて」 

 講師 新見公立大学 健康科学部 

 看護学科 山野井尚美 先生 

愛育委員連

合会・栄養

改善協議会 

合同研修会 

R5.11.22 
サンロー

ド吉備路 
22 

・講演「歯と口からできるフレイル予防～オ

ーラルフレイルご存じですか～」 

 講師 あいの里クリニック・歯科  

院長 山本 道代 先生 

支所 

 

総会 R5. 6.30 

笠岡市保

健センタ

ー 

182 

・令和 4年度事業報告及び収支決算について 

・令和 5年度事業計画（案）及び収支予算 

書（案）について 

・講演「腸内フローラを咲かせる食生活」 

 川崎医療福祉大学医療技術学部 

  講師 青木孝文 先生  

愛育委員連

合会・栄養

改善協議会

合同研修会 

R5.10.26 

アクティ

ブライフ

井原 

 

137 

・情報提供「井笠支所管内の歯科保健の現状」 

 備中保健所井笠支所 保健師 

・講演「乳幼児の食べる機能を育てるポイン

ト歯科医師の立場から～」 

講師 宝塚医療大学保健医学部口腔保健

学科 森田 学 先生 

研修会 R5.11.29  

浅口市健

康福祉セ

ンター 

 

11 

 

・講話「備中保健所井笠支所管内の子どもの

状況について」 

 備中保健所井笠支所 管理栄養士 

・調理実習「子どもが自分でできる朝食の献

立」 

 

(エ) 栄養教室                    (R6.3.31現在) 

区分 市町別 クラス数 修了人員 

本所 

総社市 114 2,429 

早島町 31 492 

計 145 2,921 

支所 

笠岡市 69 2,239 

井原市 134 3,142 

浅口市 103 1,859 

里庄町 37 538 
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矢掛町 51 893 

計 394 8,671 

合  計 539 11,592 
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 (１) 精神保健福祉法に基づく申請・通報・届出状況

検察官通報
（法第２４条）

小計

矯正施設の長等通報
（法第２６条）

1

医療の確保及び精神障害者の自立と社会参加の促進のための支援を総合的に推進する

施策を実施した。

0

95

20

5

精神症状を要
因とする者で
ない者

12

区分

64

0

53

5

法第２９条該当
症状の者

0

21

21

法第２９条該当
症状でない者

法第２９条該当
症状の者

診　　察　　を　　受　　け　　た　　者
精　神　障　害　者

1

0

126

４　精神保健対策の充実

申請通報
届出件数

　　 ア 精神保健指定医による診察状況

所
属

管内の精神障害者の自立支援医療（精神通院医療 認定者数）は、3,398人であり、

前年に比べ103人増加している｡また、精神障害者保健福祉手帳交付者数は1,910人で

あり、前年に比べ115人の増加となっている。

このため、精神保健福祉法に基づき、県民の心の健康の保持及び増進、適正な精神

調査により
診察の必要
がないと認
めた者

0 00

0

20

0

0

018

0

一般通報
（法第２２条）

警察官通報
（法第２３条）

6

19

01 5

1

0

10

1429

0

0

0

0

0

1

0 0

精神症状を要
因とする者で
ない者

診　　察　　を　　受　　け　　た　　者

法第２９条該当
症状でない者

1

本
所

小計

精　神　障　害　者

20

16

矢掛町

笠岡市

3

2

81

井原市

里庄町

1

0 0

1

　 　イ 市町別診察状況

64

1

1

1

5

112

11

一般通報
（法第２２条）

合　　計

支
所

浅口市

その他

0

0

早島町

11

検察官通報
（法第２４条）

小計

矯正施設の長等通報
（法第２６条）

調査により
診察の必要
がないと認
めた者

3

0

警察官通報
（法第２３条） 15

小計

その他

64

48

総社市

00

21

0

3

22

1

4

29

3

1

0

0

10

0

1

1

0

14

0

0

0

1

0

0 0

1

0

5

0

06 0 1

1

2

0

25

0

11

1

0

1540

1

17

本
所

支
所

合　　計

7

倉敷市

5

所
属

区分
申請通報
届出件数

17
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措置
入院

医療
保護
入院

応急
入院

任意
入院

通院 その他

本所 35 14 13 1 0 1 6

支所 6 1 2 1 0 0 2

合計 41 15 15 2 0 1 8

本所 支所 合計 本所 支所 合計

13 1 14 31 5 36 50

保健所 6 0 6 20 1 21 27

警察車両 7 1 8 11 3 14 22

その他 0 0 0 0 1 1 1

0 1 1 0 0 0 1

1 0 1 0 0 0 1

措置
解除

死亡 その他 計

所属 出席人数

本所 14人

延37人

14人

精神障害者等の対応・支援に係る連絡会議（1回）
【参加機関】市町精神保健担当課長及び担当者、地域包括支援センター職員、
ももの里病院職員、きのこエスポアール病院職員、管内市町管轄警察署生活安
全課長、精神保健センター職員、保健所職員

 カ 警察等との連絡会・研修会

内　　　　容

支所

検察庁及び精神保健福祉法に関する研修会（1回）
【参加機関】精神保健担当保健所職員等

入院しなかった者

12

0

0

0

0 0

0

0

所属 計

入院した者

0

所属

0

令和４年度
末の

措置患者数
区分

令和５年度
新規

措置患者数

夜間・休日の時間帯

3

平日の勤務時間帯

令和５年度の減少数

早島町

倉敷市 12本所

総社市

0

0

内
訳

4

12

0

4

0

1 3

0

1

20

2

6

0

0

0

支所

笠岡市

その他

計

浅口市

1

1

0

0

里庄町

矢掛町

18

0

0

計 5

1

0

0

井原市

0

3

19

0

0その他

0

1 0

0

0

0

1 0 0

00

1

0 0

20

2020

0

0

0

6

0

令和５
年度末の
措置

患者数

2

0

1

0 0

0

0

0

0

0

18

0

0

0

0

0

6

3

00

3

40

管内計

合　　計

 ウ 診察を受けた者の対応結果

 エ 移送状況(延件数）

 オ 措置入院者の入退院状況

医療保護入院等のための
移送(法３４条) 計

措置入院のための移送
（法２９条）     計

措置診察のための移送
                 計

所      属

移送の時間帯

精神保健に関する連絡会議（1回）
【参加機関】倉敷市保健所、保健所職員

移送時間が
17:30～8:00
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11 10 10 6 9 1 16

6 4 4 3 4 0 7

12 2 2 0 4 0 4

6 1 1 0 2 0 2

23 12 12 6 13 1 20

12 5 5 3 6 0 9

※支所の所内には断酒会会員によるアルコール相談も含む。

ひきこ
もり

自殺
関連

犯罪
被害

延人員

通院 入院 通所 入所

所属 出席人数

支所 21人

0

所属

所属 実人員

合計 120

56本所

2 0

19046

40 0

0

2

0

保健師
訪問
指導

嘱託医
訪問
指導

0 0

0 0 0

内　　　　容

00

備中保健所管内保健師研修会（1回）
講師：岡山県断酒新生会会員　4名
【参加機関】市町村職員、県精神保健福祉センター担当者、保健所保健師

10

5 310

21

2

0

合計
施　設

その他

070 1103 25

思春期

023

心の
健康

づくり

215

来所者延人員

3

計

48

13

24

26 179 249

23

109

その他

146

42

   イ　相談種別

合計

薬物

249

2 0 18 0 60

0

合計

支所 0

0

08

   エ　アルコール研修会

0 0

   ウ　相談結果 (所内・所外のみ）

本所 2 0 5

保健師
等指導

0 4

医療機関共同
作業所
へ通所

64支所

10

4

家族会
加入

0 0

患者会
加入

4 012

3

支所 6

所内

1

55

アル
コール

225

10

97

120

10

29

6 7

1

216 191

1

64

93

00

103

107 2 13

9

本所

42

56 13146

0

本人

1

（計）の再掲
延　　人　　員

ギャン
ブル

0

15

0 0

132

老人精
神保健

社会
復帰

計

   ア　相談窓口の設置及び利用状況　　　　
(２) 精神保健相談実施状況

0

所属
実件数 家族 その他

窓口設
置回数

相談件数

随時

17

11

00

延件数

計

随時

29

11

随時

46

所内

思春期ひきこもり相談

所外相談

上記以外の日
(面接)

所内
精神保健相談

思春期ひきこもり相談

所外相談

区分

上記以外の日
(面接)

計

精神保健相談

思春期ひきこもり相談

所外相談

上記以外の日
(面接)

計

精神保健相談
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回数 参加人数 回数 参加人数 回数 参加人数 回数 参加人数

総社市 0 0 0 0 1 40

早島町 5 39

倉敷市 5 189

笠岡市 7 856 0 0 0 0 9 87

井原市 0 0 0 0 0 0 4 48

浅口市 0 0 0 0 0 0 2 66

里庄町 0 0 0 0 0 0

矢掛町 0 0 0 0 10 144 3 70
支所管内連合会 0 0 0 0

本所 0 0 5 39 0 0 6 229

支所 7 856 0 0 10 144 18 271

管内計 7 856 5 39 10 144 24 500

地域活動
支援センター

障害者自立
支援協議会

(管内連合会と合同)

笠岡市と合同

患者・家族の会

265

家族会

95 519

20
2 16
4 18

0

34

実数

49

5 47
2 2

15126

01,358
2,192 289 1,444

12

1,370 165

合計

本人

相談者内訳

その他

86 0

不明家族
相談
件数

3,925

所属

本所

延数

1,621
2,304支所

家庭訪問

216

笠岡市

本所管外 0
124822

（４）地区組織への支援等

254
41

支所管外

矢掛町

里庄町

浅口市

井原市

54

10

0

早島町

総社市

市町別

 市町村

イ　電話相談状況
（３）保健指導

ア　保健指導状況

合  計

支  所

本　所
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実 延 実 延 実 延 実 延 実 延

本所 11 184 8 90 0 0 8 26 10 63

支所 24 692 23 536 7 27 10 23 14 107

所属 回数

2回

11回

1回

5回

支所 1回

電話 訪問
相談件数

メール

（５）ひきこもり予防支援対策の実施状況

ア　相談状況

イ  会議等の状況

　思春期・青年期のひきこもりが深刻な問題となっており、きめ細かな個別相談や関係機
関との連携を推進した。特に、備中保健所本所では、総社市ひきこもり支援センターを核
に関係者連絡会議等に参加し関係機関と連携し地域支援に取り組んだ。

面接所属

対応件数内訳

・浅口市ひきこもりに関する情報交
換会

県ひきこもり地域支援センターが長
年関わっているケース等について情
報共有

・早島町不登校連絡会

早島小学校及び中学校の不登校生徒
について情報共有、個別支援の事例
検討

・総社市ひきこもりケース検討会

ひきこもり支援の事例検討会

・総社市ひきこもり支援センターへ
　の引き継ぎ連絡会

各機関の役割や支援状況の共有、不
登校・中学卒業後の支援について意
見交換

本所

内　　　容

・総社市ひきこもり支援等検討委員
　会

サポーター養成、相談者の社会参加
及び就労への支援状況等についての
情報共有及び総社市における支援体
制について協議

対象者及び参加者

総社市ひきこもり支援セ
ンター、総社市健康医療
課、スクールソーシャル
ワーカー、備中保健所

民生委員児童委員協議
会、福祉委員協議会、NPO
法人あかね、健康医療
課、福祉課、こども課、
教育委員会、ハローワー

ク、社協等

73人
総社市総合福祉

センター

10人
浅口市健康福祉

センター

浅口市保健師、県ひき
こもり地域支援セン

ター、備中保健所井笠
支所

早島町教育委員会、早
島幼稚園、早島小学
校、早島中学校、ス

クールカウンセラー、
スクールソーシャル

ワーカー、早島町健康
福祉課、備中保健所

総社市教育委員会、総社
市内の中学校、スクール
ソーシャルワーカー、ひ
きこもり支援センター、
総社市こども課・健康医

療課、備中保健所

ゆるびの舎

16人

開催場所

総社市総合福祉
センター

出席人数

49人

総社市総合福祉
センター

55人
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（６）精神障害者地域移行・地域定着支援事業

所属 参加者数

延31人

延60人

支所 延89人

所属 派遣回数 参加者数

支所 ４回 延41人

ウ　その他の活動

所属 出席人数

9人

延74人

9人

延44人

延30人

8人

50人

5人

24人

5人

支所

早島町精神保健連絡会（２回）

本所

総社市との事例検討会（５回）

総社市相談支援事業所連絡会（３回）

井原市精神支援検討会（８回）

浅口市ケース連絡会議（１回）

矢掛町ケース連絡会議（１回）

本所

内　　　　容

派遣延人数 内　　　　容

矢掛町精神保健連絡会（２回）

総社市精神保健担当者会議（１回）

７人
・看護学生との交流会(２回)
・「ももの里病院当事者のつどい」における交流会
（２回）

　　イ　ピアサポーター派遣事業

総社市重層的支援体制移行準備事業　模擬会議（３回）

①備中保健所井笠支所管内精神保健福祉従事者研修会（第1回）
【参加機関】ももの里病院職員、市町精神保健担当者、管内相談支援事業所
　職員、保健所職員
②備中保健所井笠支所管内精神保健福祉従事者研修会（第2回）
【参加機関】ももの里病院職員、市町精神保健担当者、市町障害者相談支援
　センター職員、管内相談支援事業所職員、保健所職員

総社市担当SSWとの連絡会（1回）

　精神科病院への長期入院者で、条件が整えば退院可能な精神障害者に対して、地域生活への移
行を促し、定着を図るための活動を行った。

ア　地域移行推進連絡会（実務者会議等）の開催

内容

①早島町障がい福祉をとりまく連絡会 運営会議（１回）
【参加機関】早島町地域生活支援センター、早島町健康福祉課、備中保健所
②早島町障がい福祉をとりまく連絡会（２回）
【参加機関】早島町における障害福祉関係者・高齢福祉関係者・医療従事者
　民生委員、早島町健康福祉課、備中県民局福祉振興課、備中保健所

　　　保健・医療・福祉等の関係者が、精神障害をとりまく地域の現状や課題を共有し、必要な基盤
　　整備などの地域づくりについて協議するとともに、連携支援体制を構築するため、検討会及び研
　　修会を開催した。

総社市精神保健福祉検討会（２回）
【参加機関】まきび病院、こころ診療所、障がい者基幹相談支援センター
　相談支援事業所、総社市健康医療課・長寿介護課・福祉課、備中保健所
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（７）自殺予防対策事業
　

    ア　地域自殺対策連絡協議会への参画

所属 参加者数

本所 11人

支所 30人

 

所属 参加者数

本所 延66人

 ウ  研修会・講演会等の開催状況

支所 1 18
里庄町民
生委員、
児童委員

所属 本所 支所 合計

延件数 80 31 111

 (８) 事例検討会の開催

内　　　　　 容

こころの健康づくり講演会（兼ゲートキー
パー養成講座）
講演「自分も相手も大切にするコミュニ
ケーション術」
講師：稲田　尚久氏

1 82
総社市
民、愛育
委員

研修会

研修会

本所

1

井笠地域
事務所
大会議室

所属
開催
回数

参加
人員

対象者区　　分

開催場所

毎月第4金曜日

   誰もが自殺に追い込まれることがない社会の実現のため、自殺対策基本法に基づき、管内全て
 の市町において自殺対策計画が策定され、計画推進できるように支援を行った。さらに、公的機
 関と民間団体が協働し地域の特性に応じた具体的な取り組みを推進するため、自殺対策連絡協議
 会への参画や自殺予防対策研修会等を実施した。

内　　　　　　容開催場所

 イ　わかちあいの会（自死遺族の会）の開催

総社市自殺対策連絡協議会
・自殺の現状報告
・総社市自殺対策推進計画の取組状況について
・意見交換

総社市総
合福祉セ
ンター3階
大会議室

R6.2.1

備中保健所井笠支所管内自殺対策連絡会議
・井笠管内の自殺の現状について情報提供
・市町の自殺対策に対する取組
・意見交換

開催年月日

R5.11.6

研修会

里庄町民生委員、児童委員協議会（ゲート
キーパー養成研修）
・講演「大切ないのちを守るために～私た
ちにできること～」
　講師：岡山いのちの電話協会　事務局長
草刈　裕子氏
・情報提供「井笠管内の自殺の状況、自殺
予防対策について」
　備中保健所井笠支所

28

総社市職
員、総社
市社会福
祉協議会
職員

自殺予防対策研修会（ゲートキーパー養成
研修）
・情報提供「自殺の現状について」
　情報提供者：備中保健所
・講話「気づき」・グループワーク
　講師：岡山県精神保健福祉センター

     大切な人を亡くされた人を対象に、語り合い、悲しみや苦しみを分かち合うことを目的に開
   催している。

自死遺族(管内外を問わない)備中保健所

対　　　　象開催月
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５　特定保健対策

 (１) 原爆被爆者対策

   ア 被爆者健康手帳等所持者数
所属

 年度
被爆者健
康手帳

健康診断
受診者証

被爆者健
康手帳

健康診断
受診者証

被爆者健
康手帳

健康診断
受診者証

H31 448 10 350 8 98 2

R2 417 10 327 8 90 2

R3 388 9 309 7 79 2

R4 351 9 286 7 65 2

R5 335 8 274 6 61 2

　 イ 健康診断実施状況      　 R5年度

対象者数 受診者数 受診率 対象者数 受診者数 受診率

第 １ 回 23 9 39.1% 1 1 100.0%

第 ２ 回 23 6 26.1% 0 0 ―

計 46 15 32.6% 1 1 100.0%

第 １ 回 67 19 28.4% 0 0 ―

第 ２ 回 67 15 22.4% 0 0 ―

計 134 34 25.4% 0 0 ―

180 49 27.2% 1 1 ―

　 ウ がん検診実施状況 R5年度

胃 肺 乳 子宮 骨髄 大腸 (延人員) (実人員)

一般検査 0 4 1 1 3 2 11 4

精密検査 0 0 0 0 0 0 0 0

一般検査 3 3 0 1 3 3 13 3

精密検査 0 0 0 0 0 0 0 0

一般検査 3 7 1 2 6 5 24 7

精密検査 0 0 0 0 0 0 0 0

支所

本所

本所

区分

受　診　人　員

支所

精密検査
所属

所属 区分

合計

一般検査

   　 原子爆弾被爆者に対して「原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律」に基づき、健康診
    断(年２回)、がん検診（年１回）を実施するとともに各種手当を支給した。

※ 本所に倉敷市を含む。

管内総数 本所 支所
R6.3.31現在

計
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　エ 諸手当支給状況 R5年度

R5年度単価

29

85

2,244

171

1

7
1
23

254 2,561
24
0
36
0
0
0

585
0
1
0
36
0
0
0
12
0
0
0
5
0

64 699
53
0

121
0
0
0

2,829
0
1
0

207
0
1
0
12
0
7
1
28
0

318 3,260
※総支給額、人員の▲は手当返納分
※本所に倉敷市を含む

健康管理手当

保健手当

53,700

52,400

35,760

34,900

17,940

17,500

17,940

計 125,683,190

0

0

0

0

0

0

葬祭料
212,000

28
5,936,000

212,000 0

22,830 159,810
家族介護手当 1

22,280 22,280

高額保健手当
35,760

1
429,120

34,900 0

保健手当

17,940

19

3,713,580
17,940 0

17,500 17,500
17,500 0

健康管理手当

35,760

252

101,165,040
35,760 0

34,900 34,900
34,900 0

特別手当

53,700

11

6,497,700
53,700 0

52,400 0
52,400 0

計 28,512,740

合計

医療特別手当
145,420

6
7,707,260

141,900 0

葬祭料
212,000

5
1,060,000

212,000 0

22,830 0
家族介護手当 0

22,280 0

高額保健手当

52,400

1
429,120

52,400

0

保健手当
17,500

3

645,840

17,500

0

35,760

0

34,900

0

17,940

健康管理手当
34,900

50

20,919,600

34,900

0
34,900

0

1,933,200
53,700 0

35,760

0

35,760

3

0

支所

医療特別手当
145,420

2
3,490,080

141,900 0

特別手当

53,700

17,940

葬祭料
212,000 4,876,000

212,000 0
計 97,170,450

23

家族介護手当
22,830

1
159,810

22,280 22,280

高額保健手当
35,760

0
0

34,900 0

16
3,067,740

17,500 17,500

8
4,564,500

52,400 0

35,760
202

80,245,440

34,900 0

総支給額（円）

本所

医療特別手当
145,420

4
4,217,180

141,900 0
53,700

所属 区分

特別手当

支給額(円／月)
支給実人員

(人)
支給延人員

(人)
R4年度以前の単価
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（２）難病対策

　　　ア　指定難病医療受給者証所持者

　　　　　（ア）管内市町村別 令和６年３月３１日現在

備中本所管内
２市町計

井笠支所管内
５市町計

備中保健所管内
７市町合計

球脊髄性筋萎縮症 (001) 0 6 6

筋萎縮性側索硬化症 (002) 7 12 19

脊髄性筋萎縮症 (003) 1 4 5

進行性核上性麻痺 (005) 11 16 27

パーキンソン病 (006) 100 191 291

大脳皮質基底核変性症 (007) 4 7 11

ハンチントン病 (008) 2 3 5

シャルコー・マリー・トゥース病 (010) 4 1 5

重症筋無力症 (011) 18 41 59

多発性硬化症／視神経脊髄炎 (013) 17 28 45

慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運動ニューロパチー (014) 3 9 12

封入体筋炎 (015) 0 1 1

クロウ・深瀬症候群 (016) 1 0 1

多系統萎縮症 (017) 15 15 30

脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) (018) 19 21 40

ライソゾーム病 (019) 2 3 5

副腎白質ジストロフィー (020) 3 0 3

ミトコンドリア病 (021) 0 4 4

もやもや病 (022) 8 14 22

プリオン病 (023) 0 3 3

HTLV-1関連脊髄症 (026) 1 1 2

全身性アミロイドーシス (028) 5 18 23

神経線維腫症 (034) 5 2 7

天疱瘡 (035) 4 3 7

膿疱性乾癬(汎発型) (037) 2 2 4

高安動脈炎 (040) 2 7 9

巨細胞性動脈炎 (041) 1 6 7

結節性多発動脈炎 (042) 0 2 2

顕微鏡的多発血管炎 (043) 10 18 28

多発血管炎性肉芽腫症 (044) 3 6 9

好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 (045) 5 11 16

悪性関節リウマチ (046) 1 5 6

バージャー病 (047) 0 2 2

原発性抗リン脂質抗体症候群 (048) 2 1 3

全身性エリテマトーデス (049) 38 68 106

皮膚筋炎／多発性筋炎 (050) 20 28 48

全身性強皮症 (051) 17 41 58

混合性結合組織病 (052) 5 12 17

シェーグレン症候群 (053) 17 16 33

成人スチル病 (054) 2 1 3

再発性多発軟骨炎 (055) 1 2 3

ベーチェット病 (056) 12 17 29

特発性拡張型心筋症 (057) 15 33 48

肥大型心筋症 (058) 3 7 10

再生不良性貧血 (060) 9 9 18

自己免疫性溶血性貧血 (061) 0 4 4

発作性夜間ヘモグロビン尿症 (062) 0 0 0

特発性血小板減少性紫斑病 (063) 13 18 31

原発性免疫不全症候群 (065) 2 2 4

IgA腎症 (066) 15 26 41

多発性嚢胞腎 (067) 7 13 20

黄色靱帯骨化症 (068) 4 6 10

後縦靱帯骨化症 (069) 28 61 89

広範脊柱管狭窄症 (070) 2 13 15

特発性大腿骨頭壊死症 (071) 15 31 46

下垂体性ADH分泌異常症 (072) 1 3 4

下垂体性PRL分泌亢進症 (074) 3 1 4

クッシング病 (075) 0 1 1

下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 (077) 3 5 8

下垂体前葉機能低下症 (078) 18 26 44

先天性副腎皮質酵素欠損症 (081) 2 4 6

指定難病対象疾患
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備中本所管内
２市町計

井笠支所管内
５市町計

備中保健所管内
７市町合計

指定難病対象疾患

サルコイドーシス (084) 6 16 22

特発性間質性肺炎 (085) 16 23 39

肺動脈性肺高血圧症 (086) 7 6 13

慢性血栓塞栓性肺高血圧症 (088) 4 7 11

網膜色素変性症 (090) 18 42 60

原発性胆汁性胆管炎 (093) 20 36 56

原発性硬化性胆管炎 (094) 2 0 2

自己免疫性肝炎 (095) 6 11 17

クローン病 (096) 43 67 110

潰瘍性大腸炎 (097) 97 155 252

好酸球性消化管疾患 (098) 0 4 4

慢性特発性偽性腸閉塞症 (099) 1 1 2

先天性ミオパチー (111) 1 1 2

筋ジストロフィー (113) 2 6 8

脊髄空洞症 (117) 1 0 1

脊髄髄膜瘤 (118) 0 1 1

アイザックス症候群 (119) 3 0 3

脳表ヘモジデリン沈着症 (122) 1 1 2

皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優性脳動脈症 (124) 0 1 1

前頭側頭葉変性症 (127) 0 2 2

中隔視神経形成異常症／ドモルシア症候群 (134) 1 0 1

レノックス・ガストー症候群 （144） 0 1 1

レット症候群 (156) 1 0 1

結節性硬化症 (158) 0 1 1

類天疱瘡(後天性表皮水疱症を含む。) (162) 5 4 9

マルファン症候群 (167) 1 0 1

エーラス・ダンロス症候群 (168) 1 0 1

ウィルソン病 (171) 1 0 1

鰓耳腎症候群 (190) 0 0 0

ウェルナー症候群 (191) 1 0 1

4p欠失症候群 (198) 0 1 1

心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 (213) 1 0 1

ファロー四徴症 (215) 2 1 3

両大血管右室起始症 (216) 0 1 1

エプスタイン病 (217) 0 1 1

アルポート症候群 (218) 2 1 3

急速進行性糸球体腎炎 (220) 3 4 7

一次性ネフローゼ症候群 (222) 5 17 22

一次性膜性増殖性糸球体腎炎 (223) 1 0 1

紫斑病性腎炎 (224) 1 1 2

間質性膀胱炎(ハンナ型) (226) 0 0 0

オスラー病 (227) 1 0 1

肺胞蛋白症(自己免疫性又は先天性) (229) 1 1 2

肺胞低換気症候群 (230) 0 1 1

副甲状腺機能低下症 (235) 1 1 2

偽性副甲状腺機能低下症 (236) 0 1 1

ビタミンＤ抵抗性くる病／骨軟化症 (238) 1 3 4

フェニルケトン尿症 (240) 0 1 1

メチルマロン酸血症 (246) 1 1 2

家族性地中海熱 (266) 0 3 3

高IgD症候群 (267) 0 1 1

強直性脊椎炎 (271) 4 2 6

進行性骨化性線維異形成症 (272) 0 0 0

後天性赤芽球癆 (283) 2 1 3

自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 (288) 0 1 1

総排泄腔外反症 (292) 0 1 1

総排泄腔遺残 (293) 2 0 2

IgG4関連疾患 (300) 2 10 12

好酸球性副鼻腔炎 (306) 18 41 59

進行性ミオクローヌスてんかん (309) 0 1 1

特発性多中心性キャッスルマン病 (331) 2 3 5

797 1,397 2,194

スモン (05) 4 30 34

重症急性膵炎 (32) 1 0 1

5 30 35

803 1,427 2,229

※告示番号欠番は備中保健所管内に対象者がいない疾患

難病計

特定計

合　　　計
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イ スモン患者のはり、きゅう及びマッサージ治療研究事業            

スモン治療の一環として公費により、はり、きゅう及びマッサージ治療

を行った。  
        市町別  

給付区分  
 管内計 

(人)  
総社市  
(人 )  

井原市  
（人）  

浅口市

(人) 

矢掛町 

(人) 

はり  1 0 １ 0 0 

きゅう  1 0 １ 0 0 

マッサージ  5 0 4 １ 0 

はり、きゅう、２術併用  4 １ 3 0 0 

はり、マッサージ併用  0 0 0 0 0 

きゅう、マッサージ併用  0 0 0 0 0 

はり、きゅう、マッサージ併用  1 １ 0 0 0 

      
ウ 在宅難病患者支援活動  
(ア) 在宅難病患者・家族の集い実施状況 

本所実施分 

総社市（あさひ会） 対象：総社市内の在宅の難病患者及びその家族 

計3回 

開催日 開催場所 参加者 内容 
R5.7.11（火） 総社市清音福祉センター 10名 ペタンク、交流会 

R5.11.14（火） 総社市山手公民館 12名 レクリエーション（体操）、交流会 

R6.2.27（火） 総社市清音福祉センター 6名 創作活動（苔玉作り）、交流会 

 

早島町（喜楽会）  対象：早島町内の在宅の難病患者及びその家族 

開催日 開催場所 参加者 内容 

R5.4.17（月） 

栴檀の家 

6人 総会、名前ポエム作り 

R5.5.15（月） 6人 ペタンク 

R5.6.19（月） 6人 健康体操 

R5.7.10（月） 4人 創作活動 

R5.9.11（月） 5人 消費生活に関する講話 

R5.10.16（月） 6人 創作活動 

R5.11.13（月） 5人 ペタンク 

R5.12.18（月） 7人 クリスマス会 

R6.2.19（月） 7人 健康体操 

R6.3.18（月） 6人 振り返りの会・次年度計画 

 

支所実施分 

井笠支所管内    対象：井笠支所管内の神経難病患者及びその家族 

開催日 開催場所 参加者 内容 
R5.10.31（火） 笠岡市保健センター 8人 ハロウィンリースづくり、交流会 
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 (イ) 在宅療養支援計画策定・評価事業 
本所実施分 
開 催 場 所  主な検討内容（疾患名）    構成員 

R5.4.3 

 

 

R5.4.5 

 

R5.7.24 

 

 

R5.11.17 

 

 

R5.12.25 

 

 

R6.3.19 

倉敷中央病院 
 
 
患者宅 
 
早島町社会福

祉協議会 
 
患者宅 
 
 
患者宅 
 
 
森下病院 

・疾患名：筋萎縮性側索硬化症 

 在宅療養の経過と状況の確認、退院

後の支援について 

・疾患名：筋萎縮性側索硬化症 

 各事業所からの情報共有、意見交換 

・疾患名：総排泄腔遺残 

災害時避難計画について早島町と

協議 

・疾患名：筋萎縮性側索硬化症 

意思伝達装置と補装具の申請につ

いて 

・疾患名：筋萎縮性側索硬化症 

サービスの内容の確認情報共有、支

援者間の顔合わせ 

・疾患名：特発性間質性肺炎 

現状についての情報共有、退院後の

療養、妻の思いについて 

医師、看護師、薬剤

師、理学療法士、保

健師、介護支援専門

員、介護福祉士、福

祉用具専門相談員 
早島町社会福祉協議

会、早島町地域生活

支援センター、早島

町総務課・健康福祉

課、民生委員、福祉

活動員 

 

支所実施分 
開 催 場 所 主な検討内容（疾患名） 構成員 
R5.10.31 

 

笠岡市保健セ

ンター 
 

・疾患名：パーキンソン病、多

系統萎縮症萎縮症 

・支援の評価、病気の進行への

対処法、今後の支援について、

自宅での過ごし方 

医師、理学療法士、保健師、

看護師、難病診療連携コーデ

ィネーター、栄養士、看護師 

 

(ウ) 医療福祉相談  

所  属 実施年月日 スタッフ職種  患者疾病名・人数 

本   所 令和5年10月2日（月） 

医師、作業療法士、医療

ソーシャルワーカー、管

理栄養士、保健師、看護

師 

・筋萎縮性側索硬化症

1組3人 

・脊髄小脳変性症 

1組2人 

・パーキンソン病 

1組2人 

・アイザックス症候群

1組2人 

・進行性核上性麻痺 

1組2人 

・後縦靭帯骨化症 

2組2人 

・潰瘍性大腸炎 1人 

・スモン 1人 

支  所 令和5年10月31日（火） 

医師、理学療法士、保健

師、難病診療連携コーデ

ィネーター、栄養士、保

健師 

・パーキンソン病 

5組7人 

・多系統萎縮症 

 1組2人 
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(エ) 在宅難病患者訪問相談訪問事業 

区 分 
保健師対応 雇い上げ相談員対応 

実 延 実 延 

本  所 １５ ４５   

支  所 ３８ ４１ ８ ８ 

合  計 ５３ ８６ ８ ８ 

 
 
 
(３) 臓器移植等の推進 

骨髄提供希望者の状況（採血人員） 

所  属 計 男 女 

本  所 ０ ０ ０ 

支  所 ６ ２ ４ 

合  計 ６ ２ ４ 
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６ 安心な医療体制づくり 

 
医療法に基づき、病院・診療所等医療機関に対し、開設･変更・廃止の許可申請や届出の受理、構造

設備使用許可等の手続きについて指導を行った。 
医療機関立入検査については、管内の１７病院、１０診療所について、立入検査を実施した。 

 
(１) 医療体制の整備 

ア 診療所・助産所施設数 
区   分 前年度末現

在 
開 設 届 数 廃 止 数 R５年度末現在 

診 療 所 １５４ １ １ １５４ 

歯科診療所 １０３ ０ ４ ９９ 

助 産 所 ４ １ １ ４ 

 
イ 許可件数 

区  分 診療所構造設備 
使用許可 

管理者の 
兼任許可 

診療所 
開設許可 

診療所許可事項 
変更許可 

件  数 ３ １ ２ ７ 
 
ウ 医療監視 

区  分 医療監視 
対象件数 実施件数 

処分件数 文書による 
改善指導 改善命令 その他命令 

病  院 １７ １７ ０ ０ ５ 

有床診療所 ２０ １０ ０ ０ ４ 

計 ３７ ２７ ０ ０ ９ 
 

エ 医療安全相談 
(ア) 相談件数               (イ)対応状況 

相談件数 件数  行政上の対応 件数 

診断・治療への不信等 ７  医療機関への情報提供 １ 

職員の態度･言動 ６  立入検査等  

院内感染・医療事故等   相談者（患者等）宅訪問  

その他医療法上の問題等   医療仲裁センター岡山を紹介  

医師法上の問題等   消費生活センターへ報告  

診療報酬・自己負担等 １  その他（医療安全支援センターを紹介） ２ 

その他 ６  対応不要 １７ 

合計 ２０  合計 ２０ 
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オ 医療施設並びに許可病床数                       Ｒ６.４.１現在 
区分 

 
市町 

病     院 
総数 一般病床 療養病床 精神病床 感染症病床 結核病床 

施設 病床 施設 病床 施設 病床 施設 病床 施設 病床 施設 病床 
総社市 3 214 2 69 1(2) 145       

早島町 1 395 1 370       (1) 25 

本 所   4 609 3 439 1(2) 145     (1) 25 

笠岡市 5 756 3 268 (1) 39 2 449     

井原市 3 215 3 170 (1) 45       

浅口市 2 207 2 138 (2) 69       

里庄町 1 39 1 31 (1) 8       

矢掛町 2 165 1 57 1(1) 108       

支 所 13 1,382 10 664 1(6) 269 2 449     

管内総数 17 1,991 13 1,103 2(8) 414 2 449   (1) 25 

        ※（ ）は一般病床を持つ施設の再掲数字 
 

区分 
市町 

一般診療所 病床数 歯科診療所 
(うち休業） 総数(うち休業) 有床 無床(うち休業) 一般病床 療養病床 

総社市 46 9  37        126  27      

早島町 10       1  9         1 6      

本 所 56 10  46        126 1 33      

笠岡市 39 3  36        36  23(2)   

井原市 26 4  22        49  20      

浅口市 19(1)    1  18(1)      19 13      

里庄町 5       1  4        19  4      

矢掛町 9       1  8        5  6      

支 所 98(1)    10  88(1)     109 19 66(2)   

管内総数 154(1)    20  134(1)     235 20 99(2)   

 
カ 医療関係者（就業者）                     Ｒ４．１２．３１現在 

市町 
 
区分 

総
社
市 

早
島
町 

笠
岡
市 

井
原
市 

浅
口
市 

里
庄
町 

矢
掛
町 

本
所
計 

支
所
計 

管
内
総
数 

医    師 68 34 91 47 35 8 19 102 200 302 

歯 科 医 師 51 14 32 25 17 6 5 65 85 150 

薬  剤  師 79 38 76 56 43 18 19 117 212 329 

保  健  師 27 11 38 21 18 6 9 38 92 130 

助  産  師 18 0 5 1 1 0 0 18 7 25 

看  護  師 362 306 484 274 210 54 123 668 1,145 1,813 

准 看 護 師 108 17 189 133 59 30 42 125 453 578 
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キ 免許事務 

種別 厚生労働大臣試験免許 知事試験免許 

免

許

申

請

・ 

籍

訂

正

申

請 

医

師 

歯

科

医

師 

臨
床
検
査
技
師 

診
療
放
射
線
技
師 

視

能

訓

練

士 

理

学

療

法

士 

作

業

療

法

士 

保

健

師 

助

産

師 

看

護

師 

管

理

栄

養

士 

小

計 

准

看

護

師 

栄

養

士 
小

計 

件数 10 2 9 2 6 15 14 15 3 101 23 200 8 22 30 

（抹消届を除く）  
 
（２）救急医療及び災害時の体制整備 

岡山県南西部圏域救急医療体制推進協議会 
・総会の開催 
・医療機関を対象とした EMIS 入力研修を実施 

   ・医療機関支援チームとして、保健福祉部職員の EMIS 入力研修を実施 
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７ 在宅医療・介護連携の推進 

 （本所） 在宅医療・介護連携推進事業（実施主体：市町村）への支援として、局管内行政

間での情報共有・連携を目的とした管内行政連絡会議を開催し、他自治体の取り組

みや工夫・好事例を共有し、特に ACP 推進のための積極的な意見交換を行った。 

     県南西部倉敷地域（倉敷・総社・早島）における医療・看護・介護の連携体制づ

くりを推進することを目的とした実務者レベルの実務者連絡会を開催し、入退院支

援ルールや連携シートの作成と普及への取り組みについての評価を行った。 

 

年月日 内  容 

R5.7.4 

R6.2.13 

総社市地域医療介護連携推進委員会への参画 ２回    
 

R5.6.5 

 

R6.2.29 

在宅医療・介護連携における備中県民局管内行政連絡会議 

参集形式 参加者 21 名 

備中保健所医療・看護・介護実務者連絡会 

Web 開催 参加者 20 名 

 

（支所）「みんなで考える井笠の医療と介護」 

管内市町や地元医師会などの関係機関と連携して、医療、看護、介護を担う多機

関・多職種による連携推進会議である「みんなで考える井笠の医療と介護」では、

コロナ禍を経て重要性が再認識された「ACP」をテーマに、本会議、ワーキング委員

会及び研修会を開催し、ACP の推進を目指した活動を実施した。 

 
年月日 内   容 
R5.8.30 

 

 

 

 

 

 

R6.2.28 

第１回本会議 参加者 31 名 

・「みんなで考える井笠の医療と介護」のあゆみ 

・コロナ対応と ACP 

・各組織の ACP の取組み 

・グループワーク「ACP の推進について」 

・今年度の活動計画 

 

第２回本会議 参加者 34 名 

・R5 年度の活動報告 

・各組織の ACP の取組み 

・ワーキング委員会の活動報告（わたしのいきかたゲーム） 

・R6 年度の取組み 

R5.11.1 

R5.11.20 

R6.1.16 

ワーキング委員会（３回） 参加者 各 10 名 

・各市町、保健所の ACP の推進に関する取組みと課題 

・ACP の普及啓発用媒体（わたしのいきかたカード及び会運営マニュアル）

の作成等 

R5.10.13 在宅医療・介護・福祉連携推進研修会 

対象：井笠管内の医療、介護、福祉関係者等（参加者140人） 

講演：岡山県医師会移動会長室事業 

講演Ⅰ「今なぜ ACP が必要なのか？」岡山県医師会 会長 松山正春 先生 

講演Ⅱ「救急現場からの ACP を考える」 

  岡山大学病院高度救命救急センター センター長（教授) 中尾篤典 先生 
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８　結核対策

 (１) 結核患者の状況

市町
結
核

他

総社市 9 0 9 1 0 2 0 3 0 1 3 0 0 0 4 6 2 8

早島町 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1

笠岡市 6 3 9 1 2 1 0 4 0 1 3 0 1 4 9 4 1 5

井原市 6 1 7 2 0 1 0 3 0 0 2 0 0 0 2 5 2 7

浅口市 1 2 3 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 3 3

里庄町 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0

矢掛町 5 0 5 1 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 2 4 0 4

本所 11 0 11 1 0 2 0 3 0 1 4 0 0 0 5 7 2 9

支所 18 7 25 4 2 3 0 9 0 2 6 1 1 5 15 13 6 19

管内計 29 7 36 5 2 5 0 12 0 3 10 1 1 5 20 20 8 28

　　地域住民に対し、広報誌やリーフレットにより、結核の基礎知識や予防意識の浸透を図った。
　　また、ＤＯＴＳ事業への取り組みを通じて、地域での結核対策を推進した。

令和５年末

肺
・
肺
外
結
核

潜
在
性
結
核

計

潜
在
性
結
核

計

死亡
潜
在
性
結
核

肺･肺外結核

転
出

そ
の
他

新
規

転
入

計
観
察
不
要

結核登録患者状況(市町別)

令和４年末 令和５年中新規 令和５年中削除

計新
規

転
入

潜在性結核
肺
・
肺
外
結
核

肺・肺外結核
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R5年度

5 ヶ 月
未 満

5ヶ月以上
1 歳 未 満

1歳以上
4歳未満 計

a 39 652 0 691 23,089 883 3,508 616

b 39 590 0 629 0

c 2,757 882 3,372 600

d 0 0 139 3

e 2,757 882 3,232 597

f 0 0 1 0

g 23 1 12 60

h 21 0 10 53

i 0 0 0 0

j 0 0 0 0

k 11.9% 99.9% 96.1% 97.4%

l 100.0% 90.5% 0.0% 91.0%

m 91.3% 0.0% 83.3% 88.3%

n 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

a 91 814 1 906 51,897 1,772 7,431 1,407

b 0 640 1 641 0

c 11,140 1,766 7,120 1,293

d 2,905 370 185 69

e 8,235 1,396 6,935 1,224

f 0 0 0 0

g 288 1 22 38

h 210 1 17 18

i 0 0 0 0

j 0 0 0 0

k 21.5% 99.7% 96.0% 91.9%

l 0.0% 78.4% 100.0% 68.3%

m 72.9% 100.0% 77.3% 47.4%

n 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

実施義務者

対象者の区分

受診者数　

一般
住民

市町村長

精密検査対象者数

対象者数　

精密検査受診者数

ＢＣＧ被接種者数

喀痰検査者数

間接撮影者数胸部
検査 直接撮影者数

本
所

支
所

対　象　者　数

ＢＣＧ被接種者数

受　診　者　数

胸部
検査

受 診 率

患者発見率

精密検査受診率

被 発 見
者 数

結核発病の
おそれがあ
ると診断さ
れた者

喀痰検査者数

精密検査対象者数

精密検査受診者数

被 発 見
者 数

指
標
（
％
）

結核患者

ＢＣＧ被接種率

施設
収容者

指
標
（
％
）

受 診 率

ＢＣＧ被接種率

精密検査受診率

患者発見率

間接撮影者数

直接撮影者数

結核患者

結核発病の
おそれがあ
ると診断さ
れた者

 (２) 結核健康診断、予防接種実施状況

所
属

   結核定期健康診断､予防接種実施状況(対象者別)

学校長 事業者 施設の長

乳　　　　児 高校生
以上
学生
生徒

事業
従事者
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９　感染症対策

 (１) 感染症対策

　  ア　感染症発生状況（市町別）　（人） R5年度

区分
指定

感染症
２類

感染症
３類

感染症

市町

新型ｺﾛﾅ
ｳｲﾙｽ感
染症
COVID
-19

結核
（※1）

腸管出
血性大
腸菌感
染症

重症熱
性血小
板減少
症候群
SFTS

日本紅
斑熱

ﾚｼﾞｵﾈﾗ
症

カルバ
ペネム
耐性腸
内細菌
目細菌
感染症

水痘
（入院
例）

梅毒 百日咳 麻しん 風しん

本所 35 3 5 0 0 3 0 1 3 1 0 0

支所 69 7 1 0 2 4 0 0 2 0 0 0

管内計 104 10 6 0 2 7 0 1 5 1 0 0

管外市町村 7

（※1）結核についてはR5年中を計上、潜在性結核を含む。

（※2）5類感染症は、届出を提出した医療機関の住所地を計上。

※ 新型コロナウィルス感染症はプレス公表日で計上。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　イ　感染症健康診断実施状況 R5年度

所属

新型ｺﾛﾅ
ｳｲﾙｽ感
染症
COVID
-19

結核

腸管出
血性大
腸菌感
染症

※ライ
ノウイ
ルス

つつが
虫病

日本紅
斑熱

麻しん 風しん SFTS
レジオ
ネラ

0 35 8 0 0 0 0 0 0 0

0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

1 19 3 0 0 2 1 0 1 1

1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

1 54 11 0 0 2 1 0 1 1

1 1 1 0 0 0 0 0 0 1

　ウ　感染症集団発生対応状況 R5年度

疾患名

所属
対応施

設・学校
等件数

有症状
者数

対応施
設・学校
等件数

有症状
者数

対応施
設・学校
等件数

有症状
者数

対応施
設・学校
等件数

有症状
者数

対応施
設・学校
等件数

有症状
者数

対応施
設・学校
等件数

有症状
者数

対応施
設・学校
等件数

有症状
者数

本所 1 17 13 319 2 11 0 0 0 0 17 215 1 28

支所 4 87 28 774 0 0 2 75 1 13 52 593 1 30

合計 5 104 41 1,093 2 11 2 75 1 13 69 808 2 58

その他

４類感染症

区分

コロナ手足口病 RSウイルス

５類感染症(※２)

※ライノウイルス、エンテロウイルス、アデノウイルス、パ
ラインフルエンザウイルス、ヒトメタニューモウイルス

インフルエンザ

 患者等発見者数(人)

感染性胃腸炎 疥癬

本所

支所
 検査実施件数(行政検査)

 検査実施件数(行政検査)

合計

 患者等発見者数(人)

 患者等発見者数(人)

 検査実施件数(行政検査)
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　エ　感染症対策研修会 R5年度

所属 開催日 人数

R5.8.7 29

R5.8.23 27

R5.9.7 21

R5.6.12 24人

R5.7.4 認定こども園職員他 6人

R5.7.26 学校給食センター職員他 33人

R5.8.8 18人

R5.8.9 24人

R5.8.22 35人

R5.10.12 21人

R5.11.1 5人

R5.11.21 社会福祉施設職員 93人

管内高齢者社会福祉施設
の従事者

・高齢者が気を付けるべき呼吸器感染症の感染対策
・感染症集団発生時の報告について
・結核集団発生時の対応について

総社市業の代表者等

・海外赴任における健康管理
・海外渡航ワクチン
・身近な性感染症
・外国人労働者の結核　等

・研修①：「職員の感染対策と基本的なゾーニング」
・研修②：「PPE着脱ポイント及び演習」
・研修③：「ノロウイルス感染症の基礎知識」
　　　　　「吐物処理演習」
・質疑応答
・施設内ラウンドによる確認及び指導

内　　　　　　　容

・講義
テーマ：「新型コロナウイルス感染症の集団発生を防ご
う！～手は抜かず、力を抜こう！～」
①施設でのCovid-19の感染対策
②PPE着脱ポイント
③ゾーニングの基本
④ゾーニングの実践例
⑤施設での新型コロナ対策のピットフォール
講評：井原市立井原市民病院 感染管理認定看護師 柳本亜
由美氏

・情報提供：備中保健所井笠支所  保健師
　「クラスター対応から見えた課題と感染症対策」
・講義：井原市立井原市民病院
　　　　感染症管理認定看護師　柳本　亜由美　氏
　「COVID-19　５類移行後の対応と施設で起こりやすい感
染症とその対応」
・演習：PPEの適切な着脱方法について
　手洗いチェッカーによる手指消毒の確認

井笠地域保健課及び管内
市町村職員

・子どもが特に気を付けるべき感染症とその対策
　講師　高杉こどもクリニック院長　高杉 尚志 氏
・情報提供「感染症発生時における保健所との連携」
・園内で感染症が発生した際の具体的な対応
　講師　南岡山医療センター
　　　　感染管理認定看護師　吉田 美香 氏

・研修①：「ノロウイルス感染症の基礎知識」
・研修②：「PPE着脱ポイント及び演習」
・研修③：「吐物処理演習」
・質疑応答

支所

管内保育園・認定こども
園・幼稚園の従事者

・チェックシートによる感染症対策の確認
　健康観察状況
　手洗い・消毒状況、方法
・園内ラウンドによる確認、指導

・講義：備中保健所 医師
　「ノロウイルスについて」
・吐物処理演習
・手洗いチェック〔手洗いチェッカーを用いて〕

本所

対象者

・研修①：「感染症の基礎知識」「職員の感染対策につい
て」
・研修②：「PPE着脱ポイント及び演習」
・研修③：「吐物処理方法」
・研修④：「正しい手洗いの仕方と手洗い方法」
・質疑応答
・講評：井原市立井原市民病院
　　　　感染管理認定看護師 柳本亜由美氏

・研修①：「職員の感染対策と基本的なゾーニング」
・研修②：「PPE着脱ポイント及び演習」
・質疑応答

特別養護老人ホーム職員
他

・チェックシートによる感染症対策の確認
健康観察状況
手洗い・消毒状況、方法
・園内ラウンドによる確認、指導

介護老人保健施設職員他

障害者施設職員

特別養護老人ホーム職員他

特別養護老人ホーム職員
他
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R6.1.22 6人

R6.2.27 4人

　オ　実地指導

合計 6 6 16 16

医療機関

高齢者及び障害者施設

教育機関

その他

13

0

21 2

4

0

1

1

4

0

実施回数（回）

1

13

0

1

実 延べ

本所

・チェックシートによる感染症対策の確認
健康観察状況
・ゾーニング確認
・整理整頓 PPE着脱手順
・園内ラウンドによる確認、指導

高齢者グループホーム職
員他

1

支所対象施設

延べ実

・チェックシートによる感染症対策の確認
健康観察状況
・施設看護師の困りごと対応
・換気の確認
・園内ラウンドによる確認、指導

特別養護老人ホーム職員
他
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　カ　新型コロナウィルス感染症対策

　

　

相談

本所 77

支所 30

合計 107

 　(イ) 肝炎フォローアップ事業

　

本所 0件

支所 0件

　 (ア) 肝炎ウィルス相談・検査、肝炎治療費助成事業

　キ　肝炎対策

　新型コロナウイルス感染症については、感染の拡大状況に応じて、関係機関との連携を強化
しながら、患者が安心して療養できる医療体制を確保するとともに、まん延防止対策を推進し
た。なお、令和5年5月8日以降は5類感染症として位置づけられたが、地域医療体制の確保、福
祉施設・医療機関からの相談対応や施設支援、感染予防研修は継続した。

    肝炎患者を早期に発見し、治療につなげるように肝炎ウィルス検査や肝炎治療費助
  成事業の対策をとった。

    肝炎ウイルス陽性者の早期発見及び相談等の実施により、当該陽性者を早期に医療
  機関へつなぎ、もってウイルス性肝炎患者等の重症化を予防する。

217

157

60

助成
事業

68

27

41

検査

- 56 -



(２) 性感染症対策

所
属

区分 無料 計

相談 80

検査 119 119

相談 44

検査 72 72

相談 124

検査 191 191

 イ　エイズ予防普及推進事業
所
属

区分 開催日 人数 内容

-
ＦＭくらしき、備中県民局電光掲示板による広
報

-
ＦＭくらしき、備中県民局電光掲示板による広
報

エイズ出
前講座

R5.7.6 117
講演：「エイズ及び性感染症の症状やリスク、
予防方法について」
講師：公設国際貢献大学校　内尾　京子　氏

ＨＩＶ検
査普及週
間

R5.6.1
～

R5.6.7
-

ポスター掲示、ケーブルテレビ文字放送、ポ
ケットティッシュ・受診勧奨カードの配布

世界エイ
ズデー

R5.12.1 -
ポスター掲示、受診勧奨カード、リーフレット
の配布

エイズ出
前講座

R5.9.5 96
講演：「大切ないのち　大切なわたし」
講師：だいじょうぶらぼ　為清　淑子　氏

エイズ出
前講座

R5.10.12 30

講演：「自分の生き方を自分で判断するための
性教育」
講師：ウイメンズクリニックかみむら
      　上村　茂仁　氏

エイズ出
前講座

R5.11.9 94

講演：「自分の生き方を自分で判断するための
性教育」
講師：ウィメンズクリニックかみむら
      　上村　茂仁　氏

エイズ出
前講座

R5.12.5 86
講演：「自分で守ろう！性の健康」
講師：かたつむり助産院
      　澁谷　奈津美　氏

0

0

ＨＩＶ検査受検啓発カード、梅毒チラシ、ポ
ケットティッシュ及びポスターの配付

一般住民

市町等

本
所

対象者

ＨＩＶ検査受検啓発カード、梅毒チラシ及びポ
スターの配付

本
所

ＨＩＶ検
査普及週
間

R5.6.1
～

R5.6.7

-

早島町立早島中学校
3年生

-

市町等

 ア　性感染症(HIV･ｸﾗﾐｼﾞｱ･梅毒)相談・検査実施状況(件数)

支
所

世界エイ
ズデー

R5.12.1

有料

笠岡市立新吉中学校
1～3年生

支
所

合
計

一般住民

0

一般住民
51機関（高校、病院、
主要駅、医師会、コン
ビニエンスストア）

井原市立高屋中学校
2，3年生

笠岡市立大島中学校
3年生

笠岡市立中央小学校
6年生

一般住民
51機関（専門学校、高
校、病院、主要駅、医
師会、コンビニエンス
ストア）
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10 管内保健従事者人材育成（研修指導実施状況） 

(１) 保健所管内研修会 

（本所） 

 年間実施回数：２０回   

実施月日 ね ら い 
内 容 等 

(講 師 名 等) 

参加者数 

(内  訳) 

R5.12.20    

 

「プリセプター」 
が、自身の知識や能 
力を発揮し、新任期 
保健師の特性を踏 
まえた指導・支援を 
行うことにより、専 
門的知識や技術を 
備え、自己研鑽に努 
めることのできる 
保健師を育成する。 

保健所管内研修会 
【実施内容】 
１ 講義 

「現任教育におけるプリセプターの役割～新任 
期保健師の特性を活かす支援～」 
 講師：川崎医療福祉大学 保健看護学部保健

看護学科 教授 富田早苗 
２ 情報提供 
  「保健所における新任期保健師の現任教育につ

いて」 
    備中保健所井笠支所地域保健班長 河辺暁美 
３ グループワーク（プリセプター、指導者別） 
   テーマ「指導が困難と感じる理由を明らかにし 

て、解決策を考えよう」、「できていること、良
かったことを共有しよう」 
（指導者）「プリセプターを支援する体制につ 

いて考えよう」 
  

県職員  18人 

市町職員 10人 

その他関係者 

      1人  

合計   29人 

 

 

R5.4.1～ 

R6.3.31 

事例検討会、ケア会 

議を通して、保健師 

のアセスメント能 

力が向上する。 

○総社市 精神保健54回 母子保健 1回 

○早島町  精神保健 5回  母子保健 8回 

【実施内容】 

１ 支援の方向性を検討する。 

２ 事例検討からの気づき等を話し合う。 

    － 

R5. 5.23 

R5. 6.26 

R5. 7.25 

R5. 9.26 

R5.10.24 

R6. 1.23 

R6. 3.26 

総社市保健師全員

が共通で語れる「目

指す保健師活動の

姿」を描きながら、

総社市版キャリア

ラダーを作成し、人

材育成を後押しす

る仕組みをつくる。 

総社市管理期保健師連絡会 

【実施内容】 

１ 情報共有、課題共有 

２ 総社市版キャリアラダーの作成 

県職員   7人 

市職員   47人 

 

合計 延 54人 

R5. 8.30 

R5. 9.27 

R5.10.25 

R5.11.29 

R5.12.27 

R6. 1.31 

R6. 2.28 

R6. 3.25 

個々の保健師が公

衆衛生看護活動を

実践するために必

要な能力を獲得し、

専門職としての成

長を促す。 

保健師人材育成連絡会議（所内保健師会） 

【実施内容】 

１ 「私のキャリアラダー」作成 

２ キャリアレベル別、クロスオーバー検討会 

３ 備中保健所版キャリアラダーの作成 

県職員 延105人 
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R5. 6.12 

R5. 8.31 

R5.11. 7 

R6. 2.27 

行政栄養士の企画

・立案能力や管内の

健康づくり施策を

効果的に実施する

ための能力を育成

する。 

市町村健康増進・栄養改善業務推進会議 

【実施内容】 

１ 健康増進・栄養改善事業について情報共有 

２ 災害時のアクションカードによる訓練の実施  

県職員   11人 

市町職員  21人 

 

合計 延 32人 

  

（支所） 

 年間実施回数：９回 

実施月日 
ね ら い 

（目的・目標） 
 実施内容等 

（講師名等） 
参加者 

（内訳・人数） 

R5.7.31 管内の保健師が自

分の思いを発信し、周

囲と話すことで自身

を振り返り、気づき、

活動を前向きにとら

えることができる。 

また、そのことでモ

チベーションが向上

することを期待する。 

【実施内容】 

〇２・３年目保健師育ち合いの会 

テーマ「少し前の私、今の私、そして未来の

私」 

・グループワーク 

（対象者と管理期保健師と分けて） 

・全体共有 

・新任期チェックリストの紹介 

・先輩からのメッセージ（手紙） 

 

県職員   6名 

市町職員  8名 

 

R5.8.28 保健師に必要な知

識とスキルを習得し、

日常の活動に活かす

頃ができる。 

（矢掛町から要望） 

【実施内容】 

〇「災害時、保健師は何をすべきか」 

講師：井笠支所 井上課長 

・熊本県豪雨災害支援の経験を通して 

支援のあり方、平時からの準備、避難所運営

における注意点等について学ぶ。 

〇人材育成について 

・情報交換等 

 

県職員   ２名 

矢掛町職員 ９名 

学生    ２名 

R5.9.26 アルコール問題に

ついて知識を深める

とともに、断酒新生活

の活動を知り、当事者

支援に活かすことが

できる。 

【実施内容】 

〇「断酒会の活動を知り、断酒会関係者と交

流を図る」 

 講師：断酒新生会メンバー４名 

・体験発表 

・意見交換 

 

県職員     10名 

市町職員  10名 

精保センター職員 

      １名 

R5.10.5 精神保健福祉法24条

通報について学び、日

々の活動に活かすこ

とができる。 

【実施内容】 

〇「検察庁の業務及び精神保健福祉法に基づ

く通報手続きについて」 

講師：岡山地方検察庁 ２名 

・検察庁の業務 

・24条通報の流れについて 

・質疑応答、意見交換 

 

県職員   14名 
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R5.11.22 保健師に必要な知

識とスキルを習得し、

日常の活動に活かす

頃ができる。 

（矢掛町から要望） 

【実施内容】 

〇「事業計画を立ててみよう」 

 講師：井笠支所 井上課長 

・起案や事業の計画立案が苦手な若手保健師

のため、自身の担当事業について「企画書」

を用いて実際に作成する。 

 

県職員   ３名 

矢掛町職員 ５名 

R6.12.8 中堅期研修で得た

学びを地域で実践す

ることができる。また

、それを所属で共有で

きる。 

【実践内容】 

・中堅保健師研修での学びを、他の参加者等

と共有し、地域活動に反映することができる

よう意見交換を行い整理する。 

 

 

県職員   ３名 

井原市職員 ２名 

R5.12.13 

 

メンタル不調の妊

産婦に関わることが

増えていることから

、妊産婦におけるメ

ンタルヘルスの正し

い知識の獲得と３つ

の質問票を適切に用

いることにより、ハ

イリスク妊婦を早期

に把握し、支援につ

なぐことができる。 

【実施内容】 

〇妊産婦メンタルヘルス研修会 

・ハイリスク母子の支援のツールとして活用

している「EPDS」や「育児支援チェックリス

ト」「あかちゃんへの質問票」について、活

用状況を共有し、何をポイントとして押さえ

ておくべきか学ぶ。 

□講演１「気になる母子支援連絡票の活用から

みえた妊産婦の現状と保健師に期待するこ

と」 

   講師：倉敷成人病センター 参与 

岸本長代 助産師 

□講演２「妊産婦のメンタルヘルスについて

（ZOOM）」 

 講師：兵庫医科大学 精神科神経科 

       清野仁美 医師 

 

県職員   12名 

市町職員  7名 

その他   6名 

（産婦人科を持つ医療

機関、助産院、精神科

医療機関） 

R6.1.30 中堅期研修で得た

学びを地域で実践す

ることができる。また

、それを所属で共有で

きる。 

【実践内容】 

・中堅保健師研修での学びを、他の参加者等

と共有し、地域活動に反映することができる

よう意見交換を行い整理する。 

 

県職員   ２名 

里庄町職員 ２名 

R6.3.22 管理期保健師に求

められる役割や能力

について話し合い理

解できる。 

行政保健師に求め

られている能力につ

いて検討し、次年度

の保健従事者研修に

活かすことができる

。 

【実施内容】 

〇管理期保健師研修会 

□話題提供 

「人材育成の管理期保健師の役割を学ぶ」（公

衆衛生看護研修報告） 

講師：重実総括副参事 

・それぞれの市町の人材育成の現状について

情報共有し、これから求められている保健師

とは何かを検討する。 

□次年度研修について協議 

 

県職員    ３名 

市町職員  ５名 

 

- 60 -



 

(２) 実習生指導 

 本 所            支 所 

区   分 学校数 人数 実習期間 学校数 人数 実習期間 

保健師 4 12 
R5.5.22 

～R6.1.19 
2 8 

R5.5.22 

～R5.11.17 

管理栄養士 2 9 
R5.9.4 

～R5.10.20 
2 9 

R5.9.4 

～R5.12.1 
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保健課〔本所〕・井笠地域保健課〔支所〕 

（資料編） 
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１　精神保健福祉基礎資料

精神障害者保健福祉手帳所持者     R6.3.31現在

総社市 早島町 笠岡市 井原市 浅口市 里庄町 矢掛町 本所 支所 管内計

１　級 52 4 36 37 25 10 20 56 128 184

２　級 420 60 319 224 175 75 73 480 866 1,346

３　級 101 27 95 67 52 19 19 128 252 380

計 573 91 450 328 252 104 112 664 1,246 1,910

資料：岡山県精神保健福祉センター

　
病類別自立支援医療承認状況 R6.3.31現在

資料：岡山県精神保健福祉センター

9

105 13 58

5 18

36

0

0

164

0

7

0

0

51

5

0

計

総社市

生理的障害及び身体的
要因に関連した行動症
候群

成人の人格及び行動の
障害

精神遅滞

心理的発達の障害

分類不明

その他

2

精神作用物質使用によ
る精神及び行動の障害

てんかん

神経症、ストレス関連
障害

34

64

35

11

8223

3 8

小児期及び青年期に通
常発症する行動及び情
緒の障害

統合失調症圏

気分障害 399

120

0

8

84

3

14

6

井原市

12

74 50

2

1

症状性を含む器質性精
神障害

浅口市

25 5 26

225

27

248

早島町 笠岡市

20

149 159

177 142

3

231

15

45

4

6

2

9

48

1,129 157 167

0

0 0

00

0

0

50 51

45

13 22

176 752 541 476

2

管内計

103

支所本所

7330

里庄町

66

2 3

矢掛町

50

147

16

9 151

463

390

634

282

2,0931,305

2

187

14

0

000

165

0

41

2 9

215

6 31

1097

0 0

1185

243

6

15

0

1

0 11

40

2218

6

45

645

44

927

3,398

0

283

81

0

28

402
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２　結核対策

 (１) 結核患者の状況

　　ア　登録患者状況(市町別) R5.12.31現在

総数 総数

市町名
初回治療 再治療 治療中 観察中

総社市 6 1 1 0 0 0 0 5 0 1 1

早島町 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

笠岡市 4 1 0 0 0 0 1 3 0 0 1

井原市 5 1 0 0 1 0 0 4 0 0 2

浅口市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2

里庄町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

矢掛町 4 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0

本所計 7 1 1 0 0 0 0 6 0 1 1

支所計 13 2 0 0 1 0 1 11 0 1 5

合計 20 3 1 0 1 0 1 17 0 2 6

活動性
不明

潜在性結核
(別掲)

喀痰塗抹陽性

活動性結核

肺結核活動性
不活動性

結核

その他の
結核菌
陽性

菌陰性
その他

肺外結核
活動性
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  イ　登録患者状況(年齢別)
R5.12.31現在

本所分

総数 総数
区　分

初回
治療

再治療 治療中 観察中

 0～ 4歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
 5～ 9歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10～14歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15～19歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
20～29歳 3 1 1 0 0 0 0 2 0 0 1
30～39歳 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
40～49歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
50～59歳 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
60～69歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
70～79歳 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
80～89歳 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
90歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 7 1 1 0 0 0 0 6 0 1 1

支所分

総数 総数
区　分

初回
治療

再治療 治療中 観察中

 0～ 4歳 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0
 5～ 9歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10～14歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15～19歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
20～29歳 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0
30～39歳 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
40～49歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
50～59歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
60～69歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
70～79歳 3 1 0 0 0 0 1 2 0 0 1
80～89歳 3 0 0 0 0 0 0 3 0 0 2
90歳以上 3 1 0 0 1 0 0 2 0 0 0

計 13 2 0 0 1 0 1 11 0 1 5

保健所計

総数 総数
区　分

初回
治療

再治療 治療中 観察中

 0～ 4歳 1 0 0 0 0 0 0 1 0 2 0
 5～ 9歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
10～14歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15～19歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
20～29歳 5 1 1 0 0 0 0 4 0 0 1
30～39歳 2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1
40～49歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
50～59歳 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
60～69歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
70～79歳 4 1 0 0 0 0 1 3 0 0 1
80～89歳 4 0 0 0 0 0 0 4 0 0 2
90歳以上 3 1 0 0 1 0 0 2 0 0 0

計 20 3 1 0 1 0 1 17 0 2 6

潜在性結核
(別掲)

喀痰塗抹陽性

活動性結核
肺結核活動性

その他の
結核菌
陽性

菌陰性
その他

不活動
性結核

活動性
不明

肺外
結核

活動性

潜在性結核
(別掲)

肺結核活動性
喀痰塗抹陽性 その他の

結核菌
陽性

菌陰性
その他

活動性結核
潜在性結核

(別掲)
肺結核活動性

喀痰塗抹陽性 その他の
結核菌
陽性

活動性
不明

不活動
性結核

肺外
結核

活動性

活動性
不明

不活動
性結核

肺外
結核

活動性

活動性結核

菌陰性
その他
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  ウ　新登録患者状況(市町別)
R5.12.31現在

市　町 総数

初回治療 再治療

総社市 1 1 1 1

早島町 0 0

笠岡市 1 0 1 1

井原市 2 2 1 1 0 1

浅口市 0 0 0 1

里庄町 0 0 0

矢掛町 1 1 0 1

本所計 1 1 1 0 0 0 0 1

支所計 4 3 1 0 2 0 1 3

合計 5 4 2 0 2 0 1 4

潜在性結核
治療中
(別掲)喀痰塗抹陽性 その他の

結核菌
陽性

菌陰性
その他

肺結核活動性

活動性結核

総数

肺外結核
活動性
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  エ　新登録患者状況(年齢別) R5.12.31現在
本所分

区　分 総数 総数
初回
治療

再治療

 0～ 4歳 0 0 0 0 0 0 0 1
 5～ 9歳 0 0 0 0 0 0 0 0
10～14歳 0 0 0 0 0 0 0 0
15～19歳 0 0 0 0 0 0 0 0
20～29歳 1 1 1 0 0 0 0 0
30～39歳 0 0 0 0 0 0 0 0
40～49歳 0 0 0 0 0 0 0 0
50～59歳 0 0 0 0 0 0 0 0
60～69歳 0 0 0 0 0 0 0 0
70～79歳 0 0 0 0 0 0 0 0
80～89歳 0 0 0 0 0 0 0 0
90歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0

計 1 1 1 0 0 0 0 1

支所分

区　分 総数 総数
初回
治療

再治療

 0～ 4歳 0 0 0 0 0 0 0 1
 5～ 9歳 0 0 0 0 0 0 0 0
10～14歳 0 0 0 0 0 0 0 0
15～19歳 0 0 0 0 0 0 0 0
20～29歳 0 0 0 0 0 0 0 0
30～39歳 1 1 0 0 1 0 0 1
40～49歳 0 0 0 0 0 0 0 0
50～59歳 0 0 0 0 0 0 0 0
60～69歳 0 0 0 0 0 0 0 0
70～79歳 2 1 1 0 0 0 1 1
80～89歳 0 0 0 0 0 0 0 0
90歳以上 1 1 0 0 1 0 0 0

計 4 3 1 0 2 0 1 3

保健所計

区　分 総数 総数
初回
治療

再治療

 0～ 4歳 0 0 0 0 0 0 0 2
 5～ 9歳 0 0 0 0 0 0 0 0
10～14歳 0 0 0 0 0 0 0 0
15～19歳 0 0 0 0 0 0 0 0
20～29歳 1 1 1 0 0 0 0 0
30～39歳 1 1 0 0 1 0 0 1
40～49歳 0 0 0 0 0 0 0 0
50～59歳 0 0 0 0 0 0 0 0
60～69歳 0 0 0 0 0 0 0 0
70～79歳 2 1 1 0 0 0 1 1
80～89歳 0 0 0 0 0 0 0 0
90歳以上 1 1 0 0 1 0 0 0

計 5 4 2 0 2 0 1 4

肺結核活動性

肺結核活動性

潜在性
結核

治療中
(別掲)

喀痰塗抹陽性 その他の
結核菌
陽性

菌陰性
その他

活動性結核
肺結核活動性

潜在性
結核

治療中
(別掲)

肺外結核
活動性

活動性結核

喀痰塗抹陽性 その他の
結核菌
陽性

菌陰性
その他

潜在性
結核

治療中
(別掲)

肺外結核
活動性

喀痰塗抹陽性 その他の
結核菌
陽性

菌陰性
その他

肺外結核
活動性

活動性結核
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R5年度

一般 一般 一般 一般

5
ヶ
月
未
満

5
ヶ
月
以
上

1
歳
未
満

1
歳
以
上

4
歳
未
満

計
住
民

5
ヶ
月
未
満

5
ヶ
月
以
上

1
歳
未
満

1
歳
以
上

4
歳
未
満

計
住
民

5
ヶ
月
未
満

5
ヶ
月
以
上

1
歳
未
満

1
歳
以
上

4
歳
未
満

計
住
民

5
ヶ
月
未
満

5
ヶ
月
以
上

1
歳
未
満

1
歳
以
上

4
歳
未
満

計
住
民

a 139 1,492 0 1,631 76,170 39 652 691 23,089 39 518 577 19,411 0 134 0 134 3,678

b 41 1,255 0 1,296 39 590 629 39 477 516 0 113 0 113

c 13,954 2,757 1,889 868

d 808 0 0 0

e 13,146 2,757 1,889 868

f 0 0 0 0

g 237 23 23 0

h 187 21 21 0

i 0 0 0 0

j 0 0 0 0

k 18.3% 11.9% 9.7% 23.6%

l 29.5% 84.1% #DIV/0! 79.5% 100.0% 90.5% 0.0% 91.0% 100.0% 92.1% 0.0% 89.4% 0.0% 84.3% 0.0% 84.3%

m 78.9% 91.3% 91.3% 0.0%

n 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

実 施 義 務 者 保健所計 本所計 総社市 早島町

対 象 者 の 区 分

乳幼児 乳幼児 乳幼児 乳幼児

被
発
見
者
数

結 核 患 者

結核発病のお
それがあると
診断された者

対 象 者 数

BCG 被 接 種 者 数

受 診 者 数

胸
部
検
査

間 接 撮 影 者 数

直 接 撮 影 者 数

    ア　結核定期健康診断､予防接種実施状況(市町別)

 (２) 結核健康診断・予防接種実施状況

指
標
（
％
）

受 診 率

BCG 被 接 種 率

精密検査受診率

患 者 発 見 率

喀 痰 検 査 者 数

精密検査対象者数

精密検査受診者数
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R4年度

一般 一般 一般 一般 一般 一般

5
ヶ

月
未
満

5
ヶ

月
以
上

1
歳
未
満

1
歳
以
上

4
歳
未
満

計
住
民

5
ヶ

月
未
満

5
ヶ

月
以
上

1
歳
未
満

1
歳
以
上

4
歳
未
満

計
住
民

5
ヶ

月
未
満

5
ヶ

月
以
上

1
歳
未
満

1
歳
以
上

4
歳
未
満

計
住
民

5
ヶ

月
未
満

5
ヶ

月
以
上

1
歳
未
満

1
歳
以
上

4
歳
未
満

計
住
民

5
ヶ

月
未
満

5
ヶ

月
以
上

1
歳
未
満

1
歳
以
上

4
歳
未
満

計
住
民

5
ヶ

月
未
満

5
ヶ

月
以
上

1
歳
未
満

1
歳
以
上

4
歳
未
満

計
住
民

a 91 814 1 906 82,954 70 237 0 307 30,537 0 203 0 203 14,263 0 214 0 214 22,142 0 80 1 81 6,840 21 80 0 101 9,172

b 0 640 1 641 0 195 0 195 0 161 0 161 0 153 0 153 0 70 1 71 0 61 0 61

c 12,543 4,437 2,856 2,721 1,444 1,085

d 3,339 0 810 0 1,444 1,085

e 9,204 4,437 2,046 2,721 0 0

f 0 0 0 0 0 0

g 314 126 70 61 49 8

h 233 89 56 50 30 8

i 0 0 0 0 0 0

j 0 0 0 0 0 0

k 15.1% 23.4% 18.9% 18.2% 32.1% 19.3%

l 0.0% 78.6% 0.0% 70.8% 0.0% 74.2% 0.0% 54.4% 0.0% 98.9% 0.0% 98.9% 0.0% 79.4% 0.0% 79.4% 100.0% 57.5% 0.0% 58.3% 0.0% 76.3% 0.0% 61.1%

m 74.2% 76.0% 65.8% 84.1% 84.4% 100.0%

n 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

実 施 義 務 者 支所計 笠岡市 井原市 浅口市 里庄町 矢掛町

対 象 者 の 区 分

乳幼児 乳幼児 乳幼児 乳幼児 乳幼児 乳幼児

結 核 患 者

結核発病の
おそれがあ
ると診断さ
れ た 者

対 象 者 数

BCG 被 接 種 者 数

受 診 者 数

胸
部
検
査

間接撮影者数

直接撮影者数

指
標
（

％
）

受 診 率

BCG 被 接 種 率

精密検査受診率

患 者 発 見 率

喀 痰 検 査 者 数

精密検査対象者数

精密検査受診者数

被
発
見
者
数
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  イ 接触者・患者家族健診実施状況 R5年度

実施機関

区分

対象人員 35 2 33 19 11 8 54 13 41

実施連絡（検診） 35 2 33 19 11 8 54 13 41

実施連絡（精密） 0 0 0 0 0 0 0 0 0

受診人員 35 2 33 19 11 8 54 13 41

受診率 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

受診（初診、要指導） 35 2 33 28 14 14 63 16 47

被注射者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0

被判定者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0

陰性者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0

陽性者数 0 0 0 0 0 0 0 0 0

強陽性者数(再掲) 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

31 2 29 10 8 2 41 10 31

0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 0 5 13 7 6 18 7 11

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

喀痰検査者数 2 0 2 0 0 0 2 0 2

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 1 0 1 1 0 1

患者発見数 0 0 0 0 0 0 0 0 0

発病恐れのある者 1 0 1 0 0 0 1 0 1

※　接触者健診受診券（保健カード）実施分を計上

ＢＣＧ接種者数

患者家族 患者家族

IGRA検査者数

断層撮影者数

X線検査により安定病巣又は治療所見
の発見された者

間接撮影者数

ツベルクリン
反応検査

直接撮影者数

特殊撮影者数

血沈検査者数

被発見患者

本所 支所 保健所計

小　計 患者家族 接触者小　計接触者 小　計 接触者

普通検査者数
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  ウ　患者管理検診実施状況 R5年度

本所 支所 保健所計

区分

対象人員 10 12 22

実施連絡（検診） 10 12 22

実施連絡（精密） 0 0 0

受診人員 10 12 22

受診率 100.0% 100.0% 100.0%

受診（初診、要指導） 10 12 22

直接撮影者数 10 12 22

特殊撮影者数 0 0 0

断層撮影者数 0 0 0

血沈検査者数 0 0 0

喀痰検査者数 0 8 8

普通検査者数 0 0 0

要医療　 0 0 0

要観察 6 10 16

登録除外 4 2 6

その他 0 0 0

実施機関

検診
結果
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 (３) 結核医療費公費負担状況

  　ア　一般患者結核医療費公費負担状況（感染症法第３７の条２） R5

申請書受理件数

前回保留分提出件数

診査会提出件数

診 査 内 容 不合格件数

保留件数

合格件数

診査件数

予算的不承認件数

承 認 内 容 既承認変更件数

患者票交付件数

承認件数

　  イ　入院勧告･入院勧告患者結核医療費公費負担状況（感染症法第３７条） R5

支所 保健所計

前年末 12月末 年総数 前年末 12月末 年総数 前年末 12月末 年総数

0 1 0 0 0 1

1 1 2

変更・打切 0 1 1

0 0 0

0 0 0

0 0 0

3 1 4

前年末の欄は令和4年12月末の件数、総数の欄は毎月対応した患者数の合計である。

自己退所

本所
区　　分

入 院 勧 告 中 患 者 数

新規対応件数（継続除く）

軽快・治癒

死亡

その他

入 院 勧 告 数 （ 延 数 ）

区　　分 本所 支所 保健所計

0 12 12

0 0 0

0 12 12

0 0 0

0 0 0

0 12 12

0 12 12

0 0 0

0 12 12

0 0 0

0 12 12
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 (１) 活動方法別稼働時間（令和５年１０月１日～３１日）

日
時
指
定

 
随
時

238 35 121 1 50 66 4 308 255 102 12 16 14 0 13 25 0 3 62 10 0 98 93 23 112 24 1,685 9

151 119 148 0 51 55 97 114 177 185 33 0 45 0 0 4 5 1 94 24 0 62 22 45 81 42 1,555 42

感
　
染
　
症

(

結
核
以
外

)

結
　
　
　
核

　
思
 

春
 

期

 
社
会
復
帰

　
心
の
健
康
づ
く
り

　
依
　
存
　
症

　
認
　
知
　
症

そ
の
他
の
精
神
障
害

新
　
生
　
児

乳
　
　
　
児

幼
　
　
　
児

児
　
　
　
童

妊
　
　
婦

産
　
　
婦

そ
　
の
　
他

生
活
習
慣
病

そ
の
他

実 4 5 1 4 0 2 1 143 0 0 2 4 0 0 0 14 0 0 0 2 182

延 4 18 2 36 0 7 1 311 0 0 9 9 0 0 0 43 0 0 0 2 442

実 29 15 1 0 8 1 1 45 4 4 8 7 0 7 0 37 0 0 0 0 167

延 29 51 1 0 22 2 5 224 4 8 13 17 0 7 0 47 0 0 0 0 430

３　保健所保健師の活動状況

そ
　
の
　
他

合
　
計

心
身
障
害
者

難
　
　
　
病

母　　　　　子精　　　神 健康増進

直接的対人支援

 健康相談・
保健指導

支所

区
 

分

 (２) 対象別訪問指導件数

感染症

本所

訪
問

健
康
診
査

、
予
防
接
種

集
団
健
康
教
育

、
教
室

活
動

、
グ
ル
ー

プ
支
援

地
区
組
織
活
動

（
ネ

ッ

ト
ワ
ー

ク
づ
く
り

）

担
当
地
区
の
地
区
診
断

コ
ー

デ

ィ
ネ
ー

ト

（
個
別

）

コ
ー

デ

ィ
ネ
ー

ト

（
地
域

）

地域・組織支援 施策管理・業務及び組織マネジメント

事
業
・
施
策
の
企
画
立

案
・
評
価

保
健
福
祉
計
画
等
の
策

定
・
評
価

業
務
管
理

、
組
織
運
営

管
理

人
事
管
理

予
算
管
理

議
会
対
応

施
設
立
入
検
査
・
管
理

指
導
等

学
会
発
表
等
で
の
保
健

活
動
の
発
信

調
査
・
研
究
等
の
依
頼

へ
の
協
力

人材育成

人
材
育
成
体
制
構
築

、

研
修
会
企
画
・
実
施

、

O
J
T
指
導

実
習
学
生
・
研
修
生
へ

の
教
育

保
健
師
等
学
校
養
成
所

で
の
指
導

研
修
等
へ
の
参
加

支所

区分

実
働
時
間
合
計

時
間
外
勤
務

一
日
の
勤
務
時
間
数
が
8
時
間

を
超
過
し
た
値

平
時
の
対
応

発
生
時
の
対
応

健康危機管理

業
務
連
絡
事
務

そ
の
他

本所
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１　食品の安全性の確保

（旧法）要許可業種（R3.5.31までに許可取得した施設（最長R9.5.31まで許可有効））

新規 継続
　 計 1,607 577 506 71 267 4

554 192 189 3 1
111 34 24 10

　（３）食の安全相談窓口 31 5 5 1
341 93 92 1
239 91 79 12 20

1

59 39 38 1 27
4 3 3

20 10 6 4 2
27 5 5 3
20 6 6 90
1 1
3 2 2
8 7 5 2
46 22 21 1 25
3 3 3
2 3 3 1
1

11 1 1
6 1 1
5 1 1
9 4 1 3
8 5 2 3 1

38 16 11 5 3 2
48 28 17 11 7
2 2 1 1

7 3 3
2 1 1 1

（１）管内施設数及び監視指導件数、行政処分件数

施設数
(R5年度)

監視指導件数 行政処分等件数

計
一般
監視

重点
監視

許可
不許可 廃業 命令 始末書 告発

飲
食
店
営
業

一般食堂・レストラン等
仕出し屋・弁当屋
旅館
その他

86

魚介類せり売り営業
魚肉練り製品製造業
食品の冷凍又は冷蔵業

アイスクリーム類製造業
食肉処理業
食肉販売業
食肉製品製造業
乳酸菌飲料製造業

缶詰又は瓶詰食品製造業
喫茶店営業
あん類製造業

菓子製造業
乳処理業
特別牛乳搾取処理業
乳製品製造業
集乳業
魚介類販売業

清涼飲料水製造業
氷雪製造業

豆腐製造業
納豆製造業
めん類製造業
そうざい製造業
添加物製造業
食品の放射線照射業

食用油脂製造業
マーガリン又はショートニング製造業

みそ製造業
醤油製造業
ソース類製造業
酒類製造業
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（新法）要許可業種（R3.6.1以降に許可取得した施設）

新規 継続
計 966 660 619 41 492 73

613 387 381 6 326 63
28 16 16 12 4
23 19 19 10
39 53 53 33 1

 
 

 
1 3 3 1

 
143 82 75 7 50 3
1 4 4 2
2 1  1
2 4 1 3 3
3 6 2 4 1
11 12 7 5 2

 
2 2  2 2 2

 
11 2 1 1 3
3 1 1 1
2 1 1

 
10 7 4 3 7
24 25 19 6 17

 
5 2 2 1

 
14 14 14 10
25 17 14 3 10
3  
1 2 2 1

（新法）届出業種（R3.6.1に不要許可業種から移行又はそれ以降に届出された施設）

新規 継続
計 1,750 363 337 26

161 25 25
171 28 28
328 50 50
4

395 42 42
7 3 3
21 26 26
23 8 8
3 1 1
56 24 24
49 35 12 23
75 7 7
160 48 48

1 1

12 1 1
22 2 2
6

9
6 2 2
2 1 1
2 4 4
97 11 9 2
1

109 41 40 1
22 2 2

9 1 1

飲食店営業
調理の機能を有する自動販売機
食肉販売業
魚介類販売業
魚介類競り売り営業
集乳業

行政処分等件数

計
一般
監視

重点
監視

許可
不許可 廃業 命令 始末書 告発

施設数
(R5年度)

監視指導件数

乳製品製造業
清涼飲料水製造業
食肉製品製造業
水産製品製造業
氷雪製造業
液卵製造業

乳処理業
特別牛乳搾取処理業
食肉処理業
食品の放射線照射業
菓子製造業
アイスクリーム類製造業

そうざい製造業
複合型そうざい製造業
冷凍食品製造業
複合型冷凍食品製造業
漬物製造業
密封包装食品製造業

食用油脂製造業
みそ又はしょうゆ製造業
酒類製造業
豆腐製造業
納豆製造業
麺類製造業

食品の小分け業
添加物製造業

施設数
(R5年度)

監視指導件数 行政処分等件数

総数
一般

監視等
重点
監視

許可
不許可 廃業 命令 始末書 告発

旧
許
可
業
種

魚介類販売業（包装済み）
食肉販売業（包装済み）
乳類販売業
氷雪販売業
コップ式自動販売機（屋内設置）

販
売
業

弁当販売業
野菜果物販売業
米穀類販売業
通信販売等による販売業
コンビニエンスストア
百貨店、総合スーパー
自動販売機による販売業
その他の食品・飲料販売業

卵選別包装業
その他の食料品製造・加工業

上
記
以
外

行商
集団給食施設
器具、容器包装の製造・加工業
営業とみなされない露天、仮設店舗等

その他

製
造
・
加
工
業

添加物製造・加工業
健康食品の製造・加工業
コーヒー製造・加工業
農産保存食料品製造・加工業
調味料製造・加工業
糖類製造・加工業
精穀・製粉業
製茶業
海藻製造・加工業
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　（２） 食品の検査状況及び違反内容  R5年度

検体数 違反数

輸入食品 45

残留農薬 30

重金属等 13

O157等 8

　（３）食の安全相談窓口 R5年度

相談者 相談件数

有症苦情 10

異物混入 4

許可関係 590

消費者申立 8

医師等 4

計 739

　（４）食中毒発生状況

  年別発生状況

Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

事件数 13 7 9 2 10

患者数 253 159 2728 92 149

事件数 0 1 0 0 2

患者数 0 3 0 0 24

1470収去検査

主な内容

45試買検査

備中管内

主な内容

岡山県総数

消費者 36

営業者 699
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（１）生活衛生営業施設監視指導状況

（２）レジオネラ対策 R6.3末現在

（３）温泉監視指導状況 R6.3末現在

（４）ビル管理登録業者の状況

（５）水道事業 R6.3末現在（普及率は令和４年度末現在）

7

41

1

簡易専用
水　　　道

17

16

4

専用水道

4

簡易水道

4

1

8

水道用水
供給事業

2

1

1

99.3

水道法
飲料水

供給施設

99.9

97.5

100

99.0

上　水
道

1

1

倉　　敷　　市

96.3

98.3

99.0

普及率（％）

99.7

1

1

1

1

登録業者数

1

利用施設数 監視指導

28 7 7

市町別

管内普及率
（総数）

1浅　　口　　市

公衆浴場

16

旅館業

7

温泉数
(源泉総数)

内容

採水検体数 24

里　　庄　　町

矢　　掛　　町

0 5 1 26

総　　社　　市

早　　島　　町

笠　　岡　　市

井　　原　　市

6 12 5 90

監視指導 5 2 0 1 12

32 5 1 2 27

合計
測定業 ﾀﾞｸﾄ清掃業  検査業 槽清掃業 清掃業 等防除業 管理業

   R6.3末現在

区　　　分 清掃業
空気環境 空気調和用 飲料水水質  飲料水貯水 排水管 ねずみ昆虫 総　合

循環式浴槽
設置施設数

陽性施設数 2 3

16

37 90 20 7

472 102 44221

監視指導 37 0 16

特定
建築物

施設数 89 9 26

２　生活衛生対策の推進

区分
旅館業 興行場

公  衆
浴　場

理容所 美容所
クリーニン

グ所

R6.3末現在

- 79 -



（６）その他の業務 R6.3末現在

住宅宿泊事業（民泊） 4

家　庭　用　品 15

コインランドリー 41 11

無店舗取次店 1 0

業　務　区　分 施　設　数 監視指導件数

遊泳用プール 14 5
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３　薬務対策の推進

（１）薬事監視状況

許  可・届　出

施　　設　　数

87 34

医 製造販売業 薬局医薬品製造販売業 6 4

製   造   業 薬 局 医 薬 品 製 造 業 6 4

薬 　店　舗　販　売　業 44 22

　卸　売　販　売　業 11 5

品 　薬　種　商　販　売　業（旧薬種商） 0 0

　特　例  販　売　業 1 1

　業務上取り扱う施設 0

　販　　　　　売　　　　　業 62

　業務上取り扱う施設 0

　販　　　　　売　　　　　業 62

　業務上取り扱う施設 0

　販　売　業 102 28

医   貸  与  業 42 6

療 　販　売　業 774 69

機   貸  与  業 225 61

器 　販　売　業 49

  貸  与  業 45

0

計 1,298 452 0

管　　理

R6.3末現在

一　　般

　業務上取り扱う施設

区　　　　　　　分 立入検査件数 違反発見件数

　薬　　　　　　　　　　局

医
薬
部
外
品

化
粧
品

高度管理
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（２）毒物劇物監視状況 R6.3末現在

84 34 0

2 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0

0 0 0

86 34 0

（３）献血者数（住所別）

市　町　名 200mＬ献血

倉　敷　市 73

総　社　市 18

早　島　町 2

笠　岡　市 2

井　原　市 4

浅　口　市 2

里　庄　町 3

矢　掛　町 0

計 104

（４）薬務業務の実施状況

新規許可

許可更新

新規登録

登録更新

麻薬廃棄届

調剤済麻薬廃棄届

覚醒剤（原料）廃棄届

調剤済覚醒剤原料譲受届

調剤済覚醒剤原料廃棄届

「薬と健康の週間」展示会等 R5.10.15 ：県薬剤師会倉敷支部

R5.10.12 ：県薬剤師会玉島支部

3

覚醒剤追放ヤング街頭キャンペーン

不正けし抜取

井笠地区協議会：R5.6.30

３９カ所、３，９２５本

計

毒物劇物取締法
関係事務

1

9

登録販売者試験の受験願書の取扱事務

薬機法関係事務

471

薬剤師免許申請等の取扱事務 19

52

301

63販売従事登録申請等の取扱事務

出張受付窓口の開設（薬務一斉更新，麻薬取扱者免許申請）

倉敷地区協議会：R5.6.22

901

194

覚醒剤取締法関係事務 6

6

19

麻薬及び向精神薬
取締法関係事務

19,814 5,946 25,864

33

R6.3末現在

業　　　　務　　　　の　　　　内　　　　容 取　扱　件　数

毒物劇物取扱者試験の受験願書の取扱事務

27

1,153

993 242 1,237

307 58 368

2,684

299 160 461

996 157 1,155

372 99

違反発見件数

R6.3末現在

400mＬ献血 成分献血  計

13,970 4,292 18,335

登録・届出事業場数 立入検査件数

1,958 708

919 230

金　属　熱　処　理　業

毒 物 劇 物 運 送 業

白　あ　り　防　除　業

法第22条第5項のもの

特 定 毒 物 使 用 者

区　　　　　　　　　　分

販　　　　売　　　　業

電　気　メ　ッ　キ　業
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参考資料編 
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１　介護保険制度

 (１) 介護保険の要支援・要介護認定者数等

人 132,618 17,019 14,103 19,931 11,587 11,551 12,134 3,506 3,488 5,232 231,169 566,751

人 4,206 482 562 514 277 392 399 78 104 117 7,131 17,656

人 5,393 878 357 859 342 342 404 109 93 86 8,863 17,620

人 9,599 1,360 919 1,373 619 734 803 187 197 203 15,994 35,276

人 6,129 685 629 562 495 625 465 163 138 284 10,175 25,594

人 4,712 543 439 574 539 440 312 111 119 166 7,955 19,614

人 3,643 459 330 514 493 300 280 76 90 148 6,333 15,175

人 3,249 397 397 489 360 360 346 75 92 122 5,887 14,514

人 2,015 237 246 338 247 312 198 52 66 97 3,808 10,124

人 19,748 2,321 2,041 2,477 2,134 2,037 1,601 477 505 817 34,158 85,021

人 29,347 3,681 2,960 3,850 2,753 2,771 2,404 664 702 1,020 50,152 120,297

％ 22.1 21.6 21.0 19.3 23.8 24.0 19.8 18.9 20.1 19.5 21.7 21.2

要支援１ 人 1,704 181 237 267 107 177 181 36 22 65 2,977 7,103

要支援２ 人 3,053 508 224 550 203 177 245 58 54 54 5,126 10,095

小計 人 4,757 689 461 817 310 354 426 94 76 119 8,103 17,198

要介護１ 人 4,662 474 507 409 329 429 341 137 85 249 7,622 19,304

要介護２ 人 3,809 377 329 457 383 290 230 91 78 126 6,170 15,273

要介護３ 人 2,408 219 193 340 203 116 134 40 46 82 3,781 9,119

要介護４ 人 1,518 121 135 206 89 79 121 27 42 32 2,370 6,056

要介護５ 人 770 35 64 136 35 41 63 19 19 14 1,196 3,455

小計 人 13,167 1,226 1,228 1,548 1,039 955 889 314 270 503 21,139 53,207

計（Ｃ） 人 17,924 1,915 1,689 2,365 1,349 1,309 1,315 408 346 622 29,242 70,405

居宅サービス利用率
（Ｃ／Ｂ）

％ 61.1 52.0 57.1 61.4 49.0 47.2 54.7 61.4 49.3 61.0 58.3 58.5

介護老人福祉施設 人 1,606 270 301 383 373 447 205 66 40 112 3,803 9,485

介護老人保健施設 人 1,264 418 121 176 193 208 272 28 74 84 2,838 6,188

介護療養型医療施設 人 59 20 18 5 1 0 19 1 2 2 127 134

介護医療院 人 144 6 26 7 82 20 14 9 1 7 316 781

計（Ｄ） 人 3,073 714 466 571 649 675 510 104 117 205 7,084 16,588

施設サービス利用率
（Ｄ／Ｂ）

％ 10.5 19.4 15.7 14.8 23.6 24.4 21.2 15.7 16.7 20.1 14.1 13.8

Ｃ＋Ｄ（Ｅ） 人 20,997 2,629 2,155 2,936 1,998 1,984 1,825 512 463 827 36,326 86,993

介護サービス受給率
（Ｅ／Ａ）

％ 15.8 15.4 15.3 14.7 17.2 17.2 15.0 14.6 13.3 15.8 15.7 15.3

介護サービス利用率
（Ｅ／Ｂ）

％ 71.5 71.4 72.8 76.3 72.6 71.6 75.9 77.1 66.0 81.1 72.4 72.3

注　１　
2

計

要介護３

要介護４

要介護５

小計

計（Ｂ）

第１号被保険者数、要介護認定者数、介護サービス受給者数は、R6.3.31現在の介護保険事業状況報告の数値
要介護認定者数、介護サービス受給者数は、第１号被保険者に係る数値

第１号被保険者数（Ａ）

要
介
護
認
定
者

要支援１

要支援２

小計

要介護１

要介護２

認定率（Ｂ／Ａ）

介
護
サ
ー

ビ
ス
受
給
者

居
宅

施
設

早島町 里庄町 矢掛町 計 県計総社市 浅口市
　区分

　　　　　　　　　　　　市町
倉敷市 笠岡市 井原市 高梁市 新見市

- 84 -



 (２) 介護保険法に基づく指定介護サービス事業所等数 （R6.3.31現在）

指定訪問介護 100 6 11 12 6 6 4 2 5 3 155

指定訪問入浴介護 5 1 1 7

指定訪問看護 49 4 1 8 4 3 3 1 1 74

指定訪問リハビリテーション 6 2  2 3 1 1 15

指定居宅療養管理指導 5 2  1 1 9

指定通所介護 103 11 11 11 7 9 6 3 4 2 167

指定通所リハビリテーション 1 1 2

指定短期入所生活介護 51 5 7 8 9 6 3 1 1 91

指定短期入所療養介護 2 1 1 1 1 6

指定特定施設入居者生活介護 35 3 6 2 2 2 1 1 1 53

指定福祉用具貸与 26 1 4 3 2  36

指定特定福祉用具販売 27 1 4 3 3  38

410 32 49 41 36 35 19 9 13 9 653

110 14 17 18 13 9 9 2 5 6 203

指定介護老人福祉施設 24 4 5 7 7 5 2 1 1 56

介護老人保健施設 15 6 2 2 2 5 1 2 35

指定介護療養型医療施設 1 1  2

介護医療院 4 1 1 2 1 1 1 11

44 12 6 9 11 7 7 2 2 4 104

564 58 72 68 60 51 35 13 20 19 960

矢掛町 計
項目

倉敷市 笠岡市 井原市 総社市 高梁市
サービス種別区分

           合　　計           

新見市 浅口市 早島町 里庄町

居
宅
サ
ー

ビ
ス

           小　　計           

指定居宅介護支援

施
設

           小　　計           
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２　障害者総合支援法

協議会名
関係
市町

事務局 部会

倉敷地域自立支援
協議会

倉敷市
早島町

倉敷地域基幹相談支援セン
ター

・就労部会
・こども部会
・精神部会
・相談支援部会
・教育部会
・地域部会
・生活支援部会

笠岡市・里庄町自
立支援協議会

笠岡市
里庄町

笠岡市地域福祉課

・地域生活部会
・就労部会
・相談支援部会
・こども部会

井原市地域自立支
援協議会

井原市
井原市障害者相談支援セン
ター

・はたらく部会
・こども部会
・くらし部会
・重心（医ケア）児者部会

総社市地域自立支
援協議会

総社市
総社市障がい者基幹相談支援
センター

・住まいを考える部会
・相談支援事業所連絡会
・就労支援事業所連絡会
・こどもに寄り添う連絡会
・生活介護事業所連絡会
・日中一時支援連絡会
・療育支援事業所連絡会
・医療的ケア児支援連絡会
・ハートフルそうじゃ実行委員会

浅口市障害者自立
支援協議会

浅口市 浅口市社会福祉課

・地域生活支援部会
・就労支援部会
・こども支援部会
・当事者・家族部会

矢掛町障害者自立
支援協議会

矢掛町
社会福祉法人あすなろ園
矢掛町障害者相談支援セン
ター

・大人の困り事部会
・子どもつなぐ部会

高梁市自立支援協
議会

高梁市 たかはし障害者支援センター

・地域生活支援部会
・精神保健部会
・児童部会
・就労部会

新見市障害者自立
支援協議会

新見市
新見市障害者地域活動支援セ
ンター　ほほえみ広場にいみ

・生活部会
・就労部会
・児童支援部会

 　（１）地域自立支援協議会の設置状況（R5年度）
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 (２) 障害者総合支援法・児童福祉法に基づく指定障害福祉サービス事業所等数 （R6.3.31現在）

居宅介護 71 6 9 8 3 2 1 3 2 3 108

重度訪問介護 47 5 5 8 1 1 2 1 3 73

同行援護 13 2 2 3 1      21

行動援護 10      2      1           13

療養介護           　        2           2

生活介護 54 7 2 5 2 3 2 2      2 79

短期入所 25 5 2 3 4 4 2 1           46

重度障害者等包括支援                                    0

共同生活援助 21 5 1 7 5 2 2      1      44

自立訓練（機能訓練）                                    0

自立訓練（生活訓練） 8      1                     9

就労移行支援 10 1      1 1                     13

就労継続支援Ａ型 26 4 1 6 1 1      1      40

就労継続支援Ｂ型 76 12 5 13 6 4 1 3 2 2 124

就労定着支援 5 1 2 1 1 1 11

自立生活援助 2 2

障害者支援施設 7 3      1 2 3 1                17

地域移行支援 14 2 3 3 2 2 1 1 28

地域定着支援 14 2 3 3 2 2 1 1 28

403 55 27 64 32 27 14 16 8 12 658

児童発達支援（センター除く） 48 6 4 10 2 2 2 5 1 3 83

放課後等デイサービス 41 9 7 14 4 2 6 9 2 4 98

医療型児童発達支援（センター除く） 0

福祉型児童発達支援センター 6 1 1 1 9

医療型児童発達支援センター 1 1

居宅訪問型児童発達支援 3 1 2 6

保育所等訪問支援 11 1 1 5 3 1 1 23

福祉型障害児入所施設 0

医療型障害児入所施設 1 1

109 17 13 30 12 5 8 17 3 7 221
512 72 40 94 44 32 22 33 11 19 879

障
害
者
総
合
支
援
法

           小　　計           

児
童
福
祉
法

           小　　計           
           合　　計           

計
項目

倉敷市 笠岡市 井原市 総社市 高梁市
サービス種別区分

新見市 浅口市 早島町 里庄町 矢掛町
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３　生活保護

 (１) 市町村別保護状況（R5年度平均）

（単位：人、世帯）

市町村

倉敷市

笠岡市

井原市

総社市

高梁市

新見市

浅口市

早島町

里庄町

矢掛町

合計

 (２) 世帯類型別保護状況（R5年度平均）

（単位：世帯）

市町村

倉敷市

笠岡市

井原市

総社市

高梁市

新見市

浅口市

郡　部

合計

12,628 23 29 0.23

753,749 6,744 8,642 1.15

出典：市町村別保護状況（県障害福祉課）

69,428 341 445 0.64

13,356 48 60 0.45

27,358 184 256 0.94

26,894 130 146 0.54

33,232 102 114 0.34

11,026 28 40 0.36

45,282 311 355 0.78

37,835 90 103 0.27

人口 被保護世帯数 被保護人員 保護率(%)

476,710 5,487 7,094 1.49

高齢者世帯 母子世帯 障害者世帯 傷病世帯 その他世帯 計

2,916 289 794 488 1,000 5,487

46 49 53 311

49 3 4 15 19 90

158 5

176 24 43 39 59 341

88 10 24 8 54 184

90 0 10 5 25 130

59 2 14 2 25 102

出典：市町村別保護状況（県障害福祉課）

52 4 18 12 13 99

3,588 337 953 618 1,248 6,744
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４　児童福祉

（R6.3.31現在)

箇所
定員
（人）

箇所
定員
（人）

箇所
定員

（人）

4 270 2 190 6 460 258 56.1

2 135 7 640 9 775 829 107.0

1 120 12 1,090 13 1,210 1,475 121.9

2 155 2 170 4 325 327 100.6

4 340 0 0 4 340 220 64.7

1 45 3 320 4 365 364 99.7

0 0 4 502 4 502 482 96.0

0 0 2 320 2 320 301 94.1

3 230 0 0 3 230 233 101.3

17 1,295 32 3,232 49 4,527 4,489 99.2

 (２) 認定こども園（幼保連携型）の設置状況※１号認定除く （R6.3.31現在)

箇所
定員
（人）

箇所
定員
（人）

箇所
定員

（人）

2 105 7 666 9 771 697 90.4

0 0 0 0 0 0 5 -

2 320 0 0 2 320 270 84.4

3 285 0 0 3 285 193 67.7

8 415 0 0 8 415 361 87.0

2 177 3 217 5 394 357 90.6

0 0 0 0 0 0 1 -

0 0 0 0 0 0 20 -

1 190 0 0 1 190 180 94.7

18 1,492 10 883 28 2,375 2,084 87.7

※福祉行政報告例による。入所者数は他市町村所在施設への広域入所含む。

里庄町

矢掛町

計

井原市

総社市

高梁市

新見市

浅口市

早島町

公　　　立 私　　　立 計
入所者数
（人）

充足率
（％）

笠岡市

浅口市

早島町

里庄町

矢掛町

計

市町名

充足率
（％）

笠岡市

井原市

総社市

高梁市

計
入所者数
（人）

新見市

 (１) 保育所の設置状況

市町名

公　　　立 私　　　立
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